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１ 第２次かすがい市民文化振興プランの概要 
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（１） 基本理念と基本目標 

Ⅰ 基本理念 

この第２次文化振興プランでは、「文化・スポーツ都市」宣言の趣旨を受け、また文化振興基本条例で定めた基本理念を実現

するため、本市が目指すべき１０年後の姿として計画に掲げる理念を次のとおりとします。 

 

 世代を越えて響き合う 文化創造のまち春日井  
 

Ⅱ 基本目標 

計画に掲げる理念を達成するために、次の３つの基本目標を定めます。 

 

基本目標１ 参加と体験による文化が生まれる環境づくり 

 

基本目標２ 特色ある「春日井文化」の継承・創造 

 

基本目標３ 文化を通じた連携のまちづくり 
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（２） 施策の体系 

理念  基本目標  施策 

世
代
を
越
え
て
響
き
合
う 

文
化
創
造
の
ま
ち
春
日
井 

 

基本目標１ 
参加と体験による文化が

生まれる環境づくり 

 施策① 幅広い鑑賞機会・文化活動機会の提供 

  施策② 次世代の文化活動を担う人材の育成 

  施策③ 知りたい人に届く文化情報発信 

  施策④ 市民による文化活動支援の推進 

  施策⑤ 文化が育つ拠点施設の充実 

   
 

  

 
基本目標２ 

特色ある「春日井文化」

の継承・創造 

 施策⑥ 特色ある文化の推進 

  施策⑦ 文化財・伝統文化の保存・継承・活用 

      

 
基本目標３ 

文化を通じた連携のまち

づくり 

 施策⑧ 分野を超えた連携の推進 

  施策⑨ 文化による地域の活性化 
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２ 第２次かすがい市民文化振興プラン 

令和２年度進捗状況評価票 

 

令和３年８月10日開催の令和３年度第２回春日井市文化振興審議会において 

春日井市（文化スポーツ部文化・生涯学習課）より令和２年度の進捗状況を報告し、 

文化振興審議会の点検・評価を受けたものです。 

 

 

 

 

 

 

＜ 凡例＞ 

各事業の達成度（自己評価）については、次の５段階で評価を行った。 

Ａ  実施し、計画以上の成果が得られた。  

B  実施し、計画程度の成果が得られた。  

C  実施したが、計画どおりの成果は得られなかった。 

D  検討したが、実施に至らなかった。 

E  実施・検討に至らなかった。 
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（１） 施策ごとの評価 

基本目標１  参加と体験による文化が生まれる環境づくり 

施策① 幅広い鑑賞機会・文化活動機会の提供 

 

 

（１）多彩な文化芸術のより身近な鑑賞機会の提供 

ア 地域に身近な会場での鑑賞・交流機会の提供 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

あ～とふるマイタウン（芸

術家等派遣事業） 

【文化・生涯学習課】 

芸術家等を公民館や

学校等の身近な施設

に派遣 

※令和２年度より伝統

芸能分野も文化財団

に移管し、「かすがい

どこでもアート・ドア」

事業で実施。 

実施プログラム5、実施回数 

12回（前年度比9回減） 

＜内訳＞ 

書（篆刻を含む）：３プログラム 

6回（前年度比3回増） 

伝統芸能（落語・日本舞踊）：２

プログラム６回（増減なし） 

なし 

（わ～く書っぷ（書家派遣事

業）に移行したため） 

― ― 

わ～く書っぷ（書家派遣

事業） 

【文化・生涯学習課】 

書家を公民館や学校

等の身近な施設に派

遣 

※令和２年度より、あ

～とふるマイタウンよ

り移行して実施。 

なし 

（令和２年度新規事業） 

実施プログラム３、実施回数３ 

回（書プログラムとしては、前

年度比3回減） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、３回中止。 

市民団体や、児童に普段

はできない書を体験でき

る機会を提供することが

できた。 

 

Ｂ 

 

実施団体の満足度も

高く、良い機会を提供

できたと考えている。 

施策ごとの事業の成果 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

かすがいどこでもアート・

ドア（アウトリーチ事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

学校や保育園、福祉

施設などにアーティス

トを派遣し、特別授業

やコンサートを実施 

※「あ～とふるマイタ

ウン事業」のうち、音

楽・伝統芸能分野に

ついて、段階的に市よ

り移管した。 

派遣アーティスト7組19名、実

施回数15回（前年度比3回

増） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線２回、②サク

ソフォン・打楽器3回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ2回、④

クラリネット・サクソフォン・ピ

アノ2回、⑤マリンバ・パーカ

ッション・ピアノ２回、⑥ギター

2回）、ダンス２回 

派遣アーティスト12組35名、

実施回数11回（前年度比4回

減） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線1回、②サク

ソフォン・打楽器1回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ1回、④

ソプラノ・ヴァイオリン・ピアノ

1回、⑤マリンバ・パーカッショ

ン・ピアノ3回、⑥ピアノ2回、

⑦ギター1回）、日本舞踊1

回、落語1回、演劇1回、美術

2回 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、12回中止。 

文化財団のミッションに

基づく普及啓発事業の柱

として実施し、幼児や高

齢者など交通手段が限ら

れる人々に芸術を間近で

感じられる機会を提供す

ることができた。 

前年度実施のなかった美

術、演劇分野でのアウトリ

ーチも実施することがで

きた。 

 

 

Ｂ 

 

市内で活動する若手

音楽家５組を派遣し

ており、アーティストの

経験値を上げること

ができた点も成果と

考えている。 

ふれあいセンター、ハー

モニー春日井等でのコン

サート 

【文化・生涯学習課】 

地元で活躍する音楽

家を招き、市民が気軽

に音楽を楽しむことが

できるコンサートを開

催 

・西部ふれあいセンター（フレ 

ッシュコンサート、七夕コンサ 

ート、クリスマスコンサート） ３ 

回（増減なし） 

・ハーモニー春日井（ウインタ 

ーコンサート）１回（増減なし） 

・西部ふれあいセンター（クリ

スマスコンサート） １回（前年

度比２回減） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、西部ふれあ

いセンターのコンサート２回と

ハーモニー春日井でのコンサ

ート１回は中止。 

地域住民を中心とした市

民に身近で音楽を鑑賞

できる機会を提供するこ

とができた。 

 

Ｂ 
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イ 近隣美術館等との連携の推進 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

かすがい熟年大学 

【文化・生涯学習課】 

高齢者が健康で生き

がいのある生活を送

ることができるよう、学

習の場を提供 

 

熟年大学５コースのうち、芸術

文化コースで県内や東濃地域

の美術館の学芸員に講師を依

頼 

県内美術館の展覧会の内容に

合わせた講義を実施 

①名古屋造形大学特任教授

（豊田市美術館「クリムト

展」）②岐阜県現代陶芸美術

館学芸員 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

― ― 

 

ウ 文化芸術強調月間（仮称）の創設 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

該当なし 

【文化・生涯学習課】 

 文化芸術強調月間の創設を検

討したが、気候の良い時期に

は既に多くの文化芸術関係の

催事が実施されている現状で

強調月間を創設しても、その効

果は薄いと判断し、強調月間の

創設は行わなかった。 

文化芸術強調月間の創設を検

討したが、新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため、多く

の事業が中止されている状況

から、強調月間の創設は行わ

なかった。 

― 

 

D 

 

文化芸術協調月間創

設の意義については、

引き続き検討していく。 
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エ 幅広い分野の文化芸術を鑑賞・体験する機会の提供 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

市民美術展覧会 

【文化・生涯学習課（かす

がい市民文化財団に事業

委託）】 

市民が制作した美術

作品（日本画・洋画・

書・彫塑工芸・写真）

の発表と鑑賞の場を

提供 

 

第68回展８月17日（土）～８

月25日（日） 

出品数703点（前年度比43点

減）、鑑賞者10,035人（前年

度比1,349人減） 

会場：変更なし 

出品資格：変更なし 

第68回展８月15日（土）～８

月23日（日） 

ＶＲ展８月21日（金）～９月30

日（水） 

出品数619点（前年度比84点

減）、鑑賞者6,744人（前年度

比3,291人減）、ＶＲ展2,349

アクセス 

会場：変更なし 

出品資格：変更なし 

 

新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、審査

員解説は中止としたが、

感染症への対策を行った

上で展覧会を行うこと

で、美術作品の発表・鑑

賞の機会を提供すること

ができた。 

ＶＲ展を急きょ開催し、外

出を自粛する鑑賞者への

対応も実施できた。 

 

Ｂ 

 

市民第九演奏会 

【文化・生涯学習課（実行

委員会に事業委託<事務

局：中部大学>）】 

合唱及び演奏を行う

市民に練習の場と発

表の場を提供し、市民

手作りの演奏会を開

催 

2019春日井市民第九演奏会 

12月８日（日） 

出演者308人（指揮者・ソリス

ト５人、交響楽団81人、合唱団

180人、賛助出演42人）（前

年度比20人減）、入場者 

839人（前年度比36人減） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

― ― 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

短詩型文学祭 

【文化・生涯学習課（かす

がい市民文化財団に事業

委託）】 

短歌、俳句、川柳、狂

俳（一般の部のみ）、

詩の作品を公募し、入

選作品を掲載した作

品集を作成。作品展

では特別賞受賞作品

等を展示 

第３９回短詩型文学祭作品展 

１月２５日（土）～２月９日（日） 

出品数：一般の部（高校生以

上）７64点、小・中学生の部

24,801点、計25,565点（前

年度比2,119点増）、鑑賞者 

3,830人（前年度比1,350人

増） 

会場：変更なし 

出品資格：変更なし 

第40回短詩型文学祭作品展 

出品数：一般の部（高校生以

上）844点、小・中学生の部

22,809点、計23,653点（前

年度比1,912点減） 

ＶＲ展 １月30日（土）～3月

21日（日）  

出品資格：変更なし 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、作品展と表

彰式は中止。 

新型コロナウイルス感染

症の影響で、小中学生の

部の出品は減少したが、

一般の部の出品は増加し

た。作品展・表彰式は中

止となったが、幅広い世

代に、文芸作品の発表・

鑑賞の機会を提供するこ

とができた。 

 

 

Ｂ 

 

認知度の向上が課題

であり、より多くの市

民に知っていただくた

めの方策が必要と考

えている。 

小野道風公奉賛全国書

道展覧会（道風展） 

【文化・生涯学習課（運営

委員会に事業委託<事務

局：かすがい市民文化財

団>）】 

書作品を全国から公

募し、春日井市で生ま

れたと伝えられる小野

道風の偉業を顕彰す

るとともに、展覧会を

開催 

 

第71回展10月27日（日）～ 

11月４日（月・休） 

出品数：一般部289点、学生部

（高校生以下）5,630点、計

5,919点（前年度比402点

減）、鑑賞者：4,195人（前年

度比882人減）、新たにインタ

ーネット上でVR展を実施：

1,037アクセス 

会場：名古屋展（愛知県美術

館ギャラリー）を廃止 、春日井

駅（学生半紙の部特別賞受賞

作品）<新規> 

出品資格・出品料：変更なし 

第72回展10月25日（日）～ 

11月３日（火・休） 

出品数：一般部336点、学生部

（高校生以下）5,735点、計

6,071点（前年度比152点

増）、鑑賞者：5,908人（前年

度比1,713人増） 、 VR展

1,862アクセス（前年度比

825アクセス増） 

会場：文化フォーラム春日井・

交流アトリウムを追加、春日井

駅（学生半紙の部特別賞受賞

作品）<継続> 

出品資格・出品料：変更なし 

書に力を入れている全国

の高校に出品を依頼する

など「書のまち春日井」を

全国発信するとともに、高

いレベルの作品が数多く

寄せられ、書道文化の振

興を図ることができた。 

前年度から実施している

ＶＲ展により、外出自粛す

る鑑賞者に鑑賞機会を提

供することができた。 

春日井駅での展示も大

変好評であった。 

 

Ｂ 

 

出品数が減少傾向に

あるため、新規出品

者を呼込む方策を引

き続き検討し、実施し

ていく必要と考えてい

る。 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（鑑賞系事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

幅広く、質の高い魅力

的な事業を実施し、年

齢や性別、社会的状

況等に関わらず誰も

が芸術を鑑賞できる

機会を提供 

舞台系：生で聴く“のだめカン

タービレ”の音楽会 1,888

人、松竹大歌舞伎 1,940人、

有門正太郎プレゼンツ アリプ

レ版ロミオとジュリエット 248

人、ミュージカル「忍たま乱太

郎」 2,815人、中部フィル春

日井特別演奏会 658人、第

29回日本舞踊鑑賞会 351

人、首藤康之×CAVA レニン

グラード・ホテル  267人、

KAKUTAのとびだす童話「ね

こはしる 」 

259人、 入船亭扇辰独演会 

186人、石井正則～Sound of 

Story～197人、和装ハーピ

スト綾 和を愛でる114人 

美術系：日ペンの美子ちゃん

原画展 1,846人、一条ゆか

り展 2,052人、歌人・鈴掛真

×名古屋学芸大協働プロジェ

クト展 842人 

舞台系：古関裕而コンサート 

385人、ミュージカル「忍たま

乱太郎」 1,375人、あいちオ

ーケストラフェスティバル 

440人、親子のためのファミ

リーシアター！「にんぎょひ

め」 277人、津軽三味線☆

三絃士コンサート 180人、日

曜シネマ1,147人 

美術系：杉山新一原画展 

 2,157人 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、松竹大歌舞

伎、山下洋輔スペシャルビッ

グバンドコンサートなど５事業

を中止。浅田政志写真展、柳

下美恵のピアノdeシネマなど

５事業を翌年度以降に延期。 

 

新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、多く

の事業が中止又は翌年

度以降に延期となった

が、感染症対策を取って

客席数を制限するなどし

ながら、芸術文化事業を

展開し、貴重な鑑賞機会

を提供することができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症の影響で、大

変厳しい状況であっ

たが、出演者など関

係各所と調整を重

ね、市民に貴重な鑑

賞機会を提供できた

点は評価されるべき

と考えている。 

自主事業は、入場料

のほか、市からの補

助金や、文化庁・財団

法人等からの助成

金、個人・企業からの

協賛金等で支出を賄

っている。 

令和２年度は、客席数

を制限したこともあり

自主財源比率（入場

料＋助成金＋協賛金

／支出）が約60％と

やや低下した。 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

道風記念館展示 

【道風記念館】 

小野道風の偉業を顕

彰し後世に伝えるとと

もに、書専門の美術館

として、様々な展覧会 

を開催 

特別展「川谷尚亭の書」729

人（前年度比240人増） 

企画展「黒野清宇の書」 

1,167人（前年度比216人

減） 

企画展「おののとうふう～小野

一族のひみつ～」1,045人

（前年度比429人減） 

館蔵品展 

「近現代の書」985人 

「書の魅力」3,044人 

「読んで味わう書の世界」324

人 

年間観覧者数7,467人（前年

比1,185人減） 

特別展「王朝文学と古筆切」

503人（前年度比226人減） 

企画展「龍門造像記」 

1,412人（前年度比245人

増） 

企画展「おののとうふう～和様

の書のうつりかわり～」700人

（前年度比345人減） 

館蔵品展 

「つづけ書きの妙」273人 

「書の魅力」2,029人 

年間観覧者数4,959人（前年

比2,508人減） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため休館あり。ま

た、当初の会期や内容を一部

変更して展覧会を開催した。 

書を専門とし、毎回異なっ

たテーマを設け、全ての

展示を自主企画し、専門

家から高評価を得る質の

高い展覧会を開催するこ

とができた。 

※新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、展

示品解説動画を配信し、

外出を自粛する鑑賞者や

実施できなくなった講演

会の代替機会を提供する

ことができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症拡大防止のた

め、一時休館すること

になったため、急きょ

作品所蔵者等と調整

し、年間計画を一部

変更することで、鑑賞

機会の提供に努め

た。 

ニュータウンきずな事業 

【東部市民センター】 

地域住民の再生と誇

りの象徴である「どん

ぐり」をキーワードとし

た２つの事業と囲碁

大会を開催 

 

・どんぐり東部公民館まつり ６

月15・16日、参加者2,220人

（前年比224人増） 

・どんぐりキッズ公民館 ８月3

日、参加者1,822人（前年比

113人減） 

・囲碁大会 2月11日、参加者

48人（前年比8人減） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

― ― 



12 

 

オ 舞台公演、展覧会等に関連した体験事業の開催 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（鑑賞系事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

幅広く、質の高い魅力

的な事業を実施し、年

齢や性別、社会的状

況等に関わらず誰も

が芸術を鑑賞できる

機会を提供 

舞台系：かすがい日曜シネマ

関連企画「はじめての茶道講

座」11人、子ども向け演劇ワ

ークショップねこはしるのワン

シーンをつくろう18人 

※美術系：歌人・鈴掛真×名

古屋学芸大協働プロジェクト

展 「初めての短歌ワークショ

ップ」は、新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため、中

止。 

美術系：杉山新一原画展関連

企画「工作紙飛行機をデザイ

ン！」224名、「親子で挑戦！謎

解きワークシート」100名 

 

新型コロナウイルス感染

症対策を徹底した上で、

実施可能な事業を選定し

開催し、体験を通して、子

供から大人まで作品への

関心をより深める機会を

提供することができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症の影響下にも

かかわらず、貴重な

体験機会を提供する

ことができた。 

道風記念館講座 

【道風記念館】 

書の鑑賞の手助けと

なり、書に親しみを持

ってもらえるような講

座を開催 

臨書講座「篆書・隷書の臨書」

（全6回）57人（前年度比10

人増） 

※講座実施会場は長期にわた

る補修工事のため、利用でき

なかったため、臨書講座のみ

の実施となった。 

道風記念館講座「王朝文学と

古筆切」（全４回×２）41人 

※初心者向けの臨書講座は新

型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、中止。 

受講することで、展示中

の書への関心・理解を深

める機会を提供すること

ができた。 

 

Ｂ 

 

 

道風記念館講座 

【道風記念館】 

 

子ども向けの展覧会

に合わせた、書に親し

めるワークショップを

開催 

 「道風くんにチャレンジ！」80

人、「秘密の特訓」128人、「は

じめてのふで」128人、計336

人<定員超過> 

 「秘密の特訓」96人、「はじめ

てのふで」72人、計168人<

定員超過> 

毎年切り口を変えて夏休

みに開催している企画展

にあわせてワークショップ

を開催。多くの小学生に

体験の機会を提供するこ

とができた。 

Ｂ 

新型コロナウイルス

感染症の影響下にも

かかわらず、貴重な

体験機会を提供する

ことができた。 
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（２）子どもたちが文化芸術を体験する機会の提供 

ア 子ども向け舞台公演、展覧会等の開催と関連する体験事業の実施 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（鑑賞系事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

幅広く、質の高い魅力

的な事業を実施し、年

齢や性別、社会的状

況等に関わらず誰も

が芸術を鑑賞できる

機会を提供 

・松竹大歌舞伎小中高生向け 

演目解説 65人（前年度比14 

人増） 

・親子わくわくプログラム  

KAKUTAのとびだす童話「ね 

こはしる」 259人 

※親子のためのはじめての音

楽会は新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため中止。 

・親子のためのファミリーシア

ター！「にんぎょひめ」 277人 

・親子のためのはじめての音

楽会 270人 

 

親子向けの公演を実施す

ることで芸術文化に対す

る関心を高める機会を提

供することができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症の影響下にも

かかわらず、貴重な

鑑賞機会を提供する

ことができた。 

道風記念館展示 

道風記念館講座 

【道風記念館】 

《再掲》 

子どもの書の鑑賞の

手助けとなる解説を

ほどこした展示と、書

に親しめるワークショ

ップを開催 

企画展「おののとうふう～小野

一族のひみつ～」1,045人

（前年度比429人減） 

関連ワークショップ 

「道風くんにチャレンジ！」80

人、「秘密の特訓」128人、「は

じめてのふで」128人、計336

人<定員超過> 

企画展「おののとうふう～和様

の書のうつりかわり～」700人

（前年度比345人減） 

関連ワークショップ 

「秘密の特訓」96人、「はじめ

てのふで」72人、計168人<

定員超過> 

毎年切り口を変えて夏休

みに開催している企画展

にあわせてワークショップ

を開催。多くの小学生に

体験の機会を提供するこ

とができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症の影響下にも

かかわらず、貴重な

体験機会を提供する

ことができた。 
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イ 青少年鑑賞サポートプログラムの充実 

 

事業名 
概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 

達成度 

（自己評価） 

学生の特券（青少年鑑賞

サポートプログラム） 

【かすがい市民文化財

団】 

高校生以下を対象に

舞台系事業を500円

又は無料で、美術系

事業を無料で鑑賞で

きるプログラムを提供 

※令和2年度より「学

生の特券」と名称を変

更。 

舞台系：生で聴く“のだめカン

タービレ”の音楽会 300人、

松竹大歌舞伎 38人、アリプ

レ版ロミオとジュリエット 43

人、日本舞踊鑑賞会 46人、

首藤康之×CAVA「レニング

ラード・ホテル」  19人、

KAKUTAのとびだす童話「ね

こはしる」137人、 入船亭扇

辰4人、石井正則～Sound of 

Story～ 4人 

美術系：日ペンの美子ちゃん

原画展190人 

舞台系：古関裕而コンサート ６

人、親子のためのファミリーシ

アター！ 「にんぎょひめ」42

人、津軽三味線☆三絃士コン

サート 10人、かすがい日曜シ

ネマ 24人 

美術系：対象事業なし 

小中高校生が芸術文化

に直接触れる機会をサポ

ートすることができた。 

様々な分野のメニューを

提供することができた。 

 

Ｂ 

 

青少年鑑賞サポート

プログラム制度の定

着により、古関裕而コ

ンサートなど幅広い

分野に学生を誘導す

ることができた点も評

価できると考えてい

る。 
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ウ 小中学校への芸術家等の派遣 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

あ～とふるマイタウン（芸

術家等派遣事業） 

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

芸術家等を公民館や

学校等の身近な施設

に派遣 

※伝統芸能分野も文

化財団に移管し、「か

すがいどこでもアー

ト・ドア」事業で実施。 

実施プログラム5、実施回数  

12回（前年度比9回減） 

＜内訳＞ 

書（篆刻を含む）：３プログラム 

6回（前年度比3回増） 

伝統芸能（落語・日本舞踊）：２

プログラム６回（増減なし） 

なし 

 

（わ～く書っぷ（書家派遣事

業）に移行したため） ― ― 

わ～く書っぷ（書家派遣

事業） 

【文化・生涯学習課】 

書家を公民館や学校

等の身近な施設に派

遣 

※令和２年度より、あ

～とふるマイタウンよ

り移行して実施。 

なし 

（令和２年度新規事業） 

実施プログラム３、実施回数３ 

回（書プログラムとしては、前

年度比3回減） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、３回中止。 

市民団体や、児童に普段

はできない書を体験でき

る機会を提供することが

できた。 

 

Ｂ 

 

実施団体の満足度も

高く、良い機会を提供

できたと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 



16 

 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

かすがいどこでもアート・

ドア（アウトリーチ事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

学校や保育園、福祉

施設などにアーティス

トを派遣し、特別授業

やコンサートを実施 

※「あ～とふるマイタ

ウン事業」のうち、音

楽・伝統芸能分野に

ついて、段階的に市よ

り移管した。 

派遣アーティスト7組19名、実

施回数15回（前年度比3回

増） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線２回、②サク

ソフォン・打楽器3回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ2回、④

クラリネット・サクソフォン・ピ

アノ2回、⑤マリンバ・パーカ

ッション・ピアノ２回、⑥ギター

2回）、ダンス２回 

派遣アーティスト12組35名、

実施回数11回（前年度比4回

減） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線1回、②サク

ソフォン・打楽器1回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ1回、④

ソプラノ・ヴァイオリン・ピアノ

1回、⑤マリンバ・パーカッショ

ン・ピアノ3回、⑥ピアノ2回、

⑦ギター1回）、日本舞踊1

回、落語1回、演劇1回、美術

2回 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、12回中止。 

文化財団のミッションに

基づく普及啓発事業の柱

として実施し、幼児や高

齢者など交通手段が限ら

れる人々に芸術を間近で

感じられる機会を提供す

ることができた。 

前年度実施のなかった美

術、演劇分野でのアウトリ

ーチも実施することがで

きた。 

 

 

Ｂ 
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（３）働く世代、若い世代の文化活動の促進 

  ア 親子が一緒に鑑賞・体験できる事業の充実 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（鑑賞系事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

幅広く、質の高い魅力

的な事業を実施し、年

齢や性別、社会的状

況等に関わらず誰も

が芸術を鑑賞できる

機会を提供 

舞台系：松竹大歌舞伎小中高

生向け演目解説 65人、親子

わくわくプログラムKAKUTA

のとびだす童話「ねこはしる」 

259人 

※親子のためのはじめての音

楽会は新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、中止。 

・親子のためのファミリーシア

ター！「にんぎょひめ」 277人 

・親子のためのはじめての音楽

会 270人 

 

親子向けの公演を実施す

ることで芸術文化に対す

る関心を広める機会を提

供することができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症の影響下にも

かかわらず、貴重な

鑑賞機会を提供する

ことができた。 

学生の特券（青少年鑑賞

サポートプログラム） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

高校生以下を対象に

舞台系事業を500円

又は無料で、美術系

事業を無料で鑑賞で

きるプログラムを提供 

※令和2年度より「学

生の特券」と名称を変

更。 

舞台系：生で聴く“のだめカン

タービレ”の音楽会 300人、

松竹大歌舞伎 38人、アリプ

レ版ロミオとジュリエット 43

人、日本舞踊鑑賞会 46人、

首藤康之×CAVA「レニング

ラード・ホテル」  19人、

KAKUTAのとびだす童話「ね

こはしる 」137人、 入船亭扇

辰4人、石井正則～Sound of 

Story～ 4人 

美術系：日ペンの美子ちゃん

原画展190人 

舞台系：古関裕而コンサート６

人、親子のためのファミリーシ

アター！ 「にんぎょひめ」42

人、津軽三味線☆三絃士コン

サート 10人、かすがい日曜シ

ネマ 24人 

美術系：対象事業なし 

小中高校生が芸術文化

に直接触れる機会をサポ

ートすることができた。 

様々な分野のメニューを

提供することができた。 

 

Ｂ 

 

青少年鑑賞サポート

プログラム制度の定

着により、古関裕而コ

ンサートなど幅広い

分野に学生を誘導す

ることができた点も評

価できると考えてい

る。 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

かすがい文化フェスティ

バル 

【かすがい市民文化財

団】 

茶華道や和楽器など

の伝統文化や工作、

書道などを体験でき

るワークショップを開

催 

・スペシャルデイ ７月28日 

（日） オープニングコンサート 

110人、13講座×２回352人

（協力：文化協会・美術協会） 

・ワークショップ 8月1日（木） 

～29日（木） ５講座 164人 

・夕涼みシネマ 8月17日 

（土） 415人 

・ワークショップ  8月10日

（月・祝）・13日（木） 1講座 

22組74人 

・夕涼みシネマ 8月15日 

（土） 106人 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、スシャルデ

イ及びワークショップ４回中

止。 

外出機会の少なくなって

しまった子ども達に、貴重

な機会を提供することが

できた。 

 

Ｂ 

 

 

道風記念館展示 

道風記念館講座 

【道風記念館】 

《再掲》 

子どもの書の鑑賞の

手助けとなる解説を

ほどこした展示と、書

に親しめるワークショ

ップを開催 

企画展「おののとうふう～小野

一族のひみつ～」1,045人

（前年度比429人減） 

関連ワークショップ 

「道風くんにチャレンジ！」80

人、「秘密の特訓」128人、「は

じめてのふで」128人 計336

人<定員超過> 

企画展「おののとうふう～和様

の書のうつりかわり～」700人

（前年度比345人減） 

関連ワークショップ 

「秘密の特訓」96人、「はじめ

てのふで」72人、計168人<

定員超過> 

毎年切り口を変えて夏休

みに開催している企画展

にあわせてワークショップ

を開催。多くの小学生に

体験の機会を提供するこ

とができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症の影響下にも

かかわらず、貴重な

体験機会を提供する

ことができた。 
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イ 託児付き鑑賞事業等の充実 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（舞台系事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

ファミリー向け公演の

うち、対象年齢が設定

されている公演など

で託児サービス（有

料）を実施 

 

・生で聴く“のだめカンタービ 

レ”の音楽会 利用者5人 

「親子わくわくプログラム 

KAKUTＡのとびだす絵本 ね 

こはしる」では、０歳から入場 

可能のため、託児サービス利 

用者なし。 

なし 

 

新型コロナウイルス感染

症の影響下で、安全安心

なサービス提供が可能

か、ニーズはあるのか等

を検討した結果、実施し

なかった。 

 

 

Ｄ 

 

利用者が支払う料金

のほかに、１公演あた

り約5万円を文化財

団が負担する必要が

あるため、費用対効

果を考慮し、サービス

を提供している。 

 

ウ 働いている人も参加しやすい時間での鑑賞事業等の開催 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（昼コン・夜コン） 

【かすがい市民文化財

団】 

おしゃべりを交えた気

軽に聴けるコンサート

を金曜日の夜と土曜

日の昼に開催 

昼コン 4～6、9～11月、土曜

日14：00～ ６回計1,540人

（前年度比80人減） 

夜コン 4～6、9～11月、金曜

日＋特別編（11月7日㈭）19：

00～ 7回計1,035人（前年度

比１回増、95人減） 

昼コン 9～10月、土曜日14：

00～ 2回計493人 

夜コン 9～11月、金曜日19：

00～ 4回計832人 

※４～６月に実施予定であった

6回は新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、中止となっ

てしまったため、後日出演者の

動画を配信した。 

新型コロナウイルス感染

症対策を行った上で、９

月からコンサートを実施

することができ、気軽に音

楽を鑑賞できる貴重な機

会を提供することができ

た。 

 

Ｂ 
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エ 文化活動を行う市民が発表する場の提供 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

市民美術展覧会 

【文化・生涯学習課（かす

がい市民文化財団に事業

委託）】 

《再掲》 

市民が制作した美術

作品（日本画・洋画・

書・彫塑工芸・写真）

の発表と鑑賞の場を

提供 

 

第68回展８月17日（土）～８

月25日（日） 

出品数703点（前年度比43点

減）、鑑賞者10,035人（前年

度比1,349人減） 

会場：変更なし 

出品資格：変更なし 

第68回展８月15日（土）～８

月23日（日） 

ＶＲ展８月21日（金）～９月30

日（水） 

出品数619点（前年度比84点

減）、鑑賞者6,744人（前年度

比3,291人減）、ＶＲ展2,267

アクセス 

会場：変更なし 

出品資格：変更なし 

 

新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、審査

員解説は中止としたが、

感染症への対策を行った

上で展覧会を行うこと

で、美術作品の発表・鑑

賞の機会を提供すること

ができた。 

ＶＲ展を急きょ開催し、外

出を自粛する鑑賞者への

対応も実施できた。 

 

Ｂ 

 

 

市民第九演奏会 

【文化・生涯学習課（実行

委員会に事業委託<事務

局：中部大学>）】 

《再掲》 

合唱及び演奏を行う

市民に練習の場と発

表の場を提供し、市民

手作りの演奏会を開

催 

2019春日井市民第九演奏会 

12月８日（日） 

出演者308人（指揮者・ソリス

ト５人、交響楽団81人、合唱団

180人、賛助出演42人）（前

年度比20人減）、入場者 

839人（前年度比36人減） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

― ― 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

短詩型文学祭 

【文化・生涯学習課（かす

がい市民文化財団に事業

委託）】 

《再掲》 

短歌、俳句、川柳、狂

俳（一般の部のみ）、

詩の作品を公募し、入

選作品を掲載した作

品集を作成。作品展

では特別賞受賞作品

等を展示 

第３９回短詩型文学祭作品展 

１月２５日（土）～２月９日（日） 

出品数 一般の部（高校生以

上）７64点、小・中学生の部

24,801点、計25,565点（前

年度比2,119点増）、鑑賞者 

3,830人（前年度比1,350人

増） 

会場：変更なし 

出品資格：変更なし 

第40回短詩型文学祭作品展 

出品数：一般の部（高校生以

上）844点、小・中学生の部

22,809点、計23,653点（前

年度比1,912点減） 

ＶＲ展 １月30日（土）～3月

21日（日）  

出品資格：変更なし 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、作品展と表

彰式は中止。 

新型コロナウイルス感染

症の影響で、小中学生の

部の出品は減少したが、

一般の部の出品は増加し

た。作品展・表彰式は中

止となったが、幅広い世

代に、文芸作品の発表・

鑑賞の機会を提供するこ

とができた。 

 

 

Ｂ 

 

認知度の向上が課題

であり、より多くの市

民に知っていただくた

めの方策が必要と考

えている。 

小野道風公奉賛全国書

道展覧会（道風展） 

【文化・生涯学習課（運営

委員会に事業委託<事務

局：かすがい市民文化財

団>）】 

《再掲》 

書作品を全国から公

募し、春日井市で生ま

れたと伝えられる小野

道風の偉業を顕彰す

るとともに、展覧会を

開催 

 

第71回展10月27日（日）～ 

11月４日（月・休） 

出品数：一般部289点、学生部

（高校生以下）5,630点、計

5,919点（前年度比402点

減）、鑑賞者：4,195人（前年

度比882人減）、新たにインタ

ーネット上でVR展を実施：

1,037アクセス 

会場：名古屋展（愛知県美術

館ギャラリー）を廃止 、春日井

駅（学生半紙の部特別賞受賞

作品）<新規> 

出品資格・出品料：変更なし 

第72回展10月25日（日）～ 

11月３日（火・休） 

出品数：一般部336点、学生部

（高校生以下）5,735点、計

6,071点（前年度比152点

増）、鑑賞者：5,908人（前年

度比1,713人増） 、 VR展

1,862アクセス（前年度比

825アクセス増） 

会場：文化フォーラム春日井・

交流アトリウムを追加、春日井

駅（学生半紙の部特別賞受賞

作品）<継続> 

出品資格・出品料：変更なし 

書に力を入れている全国

の高校に出品を依頼する

など「書のまち春日井」を

全国発信するとともに、高

いレベルの作品が数多く

寄せられ、書道文化の振

興を図ることができた。 

前年度から実施している

ＶＲ展により、外出自粛す

る鑑賞者に鑑賞機会を提

供することができた。 

春日井駅での展示も大

変好評であった。 

 

Ｂ 

 

出品数が減少傾向に

あるため、新規出品

者を呼込む方策を引

き続き検討し、実施し

ていく必要と考えてい

る。 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

アトリウム音楽祭 

【かすがい市民文化財

団】 

市内外で活動してい

るアマチュア音楽団体

が日頃の成果を発表

する音楽発表会 

９月7日（土）・8日（日）15団

体、220人出演（前年度比75

人減）、鑑賞者1,019人（前年

度比208人増） 

※3月7日（土）・8日（日）16

団体出演で実施予定だった

が、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため中止。 

９月20日（日）・２１日（月・

祝）・26日（土）・27日（日）

13団体、197人出演、鑑賞者

598人 

3月20日（土・祝）・21日（日）

8団体、151人出演、鑑賞者

440人 

年間計21団体、348人出演

（前年度比128人増）、鑑賞者

1,038人（前年度比19人増） 

新型コロナウイルス感染

症対策として、1日の出演

団体を減らし、舞台・控室

等に密が発生しないよう

工夫し、発表の機会を提

供することができた。 

また、客席数を制限し、検

温や消毒を徹底するな

ど、観客にも安心して楽し

める鑑賞機会を提供する

ことができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症の影響下にも

かかわらず、発表と鑑

賞の機会を提供する

ことができことは成果

があったと考えてい

る。 

道風の書臨書作品展 

【道風記念館】 

三跡（小野道風、藤原

佐理、藤原行成）の書

を課題とし、臨書作品

を全国から公募 

開館以来継続して展

覧会を開催 

 

第38回展１月10日（金）～19

日（日） 

出品数：一般部/屏風土代 

255点、伊予切282点 

高校生の部/屏風土代2,766

点、本阿弥切245点、合計

3,548点（前年比106点減） 

鑑賞者:３４８人（前年比８人

減） 

会場：変更なし 

出品資格・出品料：変更なし 

第39回展１月９日（土）～17

日（日） 

出品数：一般部/白氏詩巻 

257点、継色紙294点 

高校生の部/玉泉帖2,588点、

小島切119点、合計3,258点

（前年比290点減） 

鑑賞者:588人（前年比240人

増） 

会場：変更なし 

出品資格・出品料：変更なし 

小野道風を始めとした三

跡の和様の書を学び、鑑

賞する機会を提供するこ

とで、小野道風の顕彰を

行うことができた。 

全国各地から応募があ

り、広く「書のまち春日

井」を発信することがで

きた。 

 

Ｂ 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

公民館まつり・ふれあい

センター芸能発表会 

【各公民館・各ふれあいセ

ンター】 

公民館・ふれあいセン

ターで活動する同好

会の成果発表会を開

催 

 

中央公民館 26団体出演・出

展、延べ参加者1,672人 

東部公民館 23団体出演・出

展、延べ参加者2,220人 

南部ふれあいセンター 延べ

参加者367人 

西部ふれあいセンター 延べ

参加者1,358人 

※知多公民館、鷹来公民館、坂

下公民館では、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため、

中止。 

知多公民館 9団体出展、延べ

参加者115人 

鷹来公民館 10団体出展、延

べ参加者68人 

坂下公民館 19団体出展、延

べ参加者312人 

※中央公民館、東部公民館、南

部・西部ふれあいセンターで

は、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

地域で活動する様々な団

体に成果発表の機会を

提供するとともに、各団体

の交流を図ることができ

た。 

 

 

Ｂ 

 

※開催分についての

み評価 

ハーモニーフェスティバ

ル 

【青年の家】 

ハーモニー春日井で

活動する同好会の成

果発表会を開催 

 

15団体出演、延べ参加者

714人（前年度比208人増）

20回記念のため、例年にな

い複数団体（市民吹奏楽団、

市交響楽団、和太鼓2団体、

篠笛）によるコラボレーション

演奏も実施。 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

― ― 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

レディヤン祭 

【男女共同参画課】 

登録団体の交流を図

り活動発表を実施す

ることで、活動の周知

や男女共同参画社会

に向けた意識づくりの

機会とする 

第28回12月14日（土）来場

者2,000人（前年度比700人

減） 

・活動団体によるステージ発表 

8団体（前年度比1団体減） 

・活動団体による体験教室16

団体（前年度比1団体増） 

・スタンプラリー、招へい事業

（音楽アンサンブル） ほか 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

代替企画として、レディヤン

かすがいのロビーで認定団

体の活動紹介を展示 

12月17日（木）～12月２７日

（日） 

― ― 
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（4）高齢者、障がい者等の鑑賞機会の充実 

  ア 高齢者、障がい者等にも配慮した鑑賞機会の提供 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（鑑賞系事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

幅広く、質の高い魅力

的な事業を実施し、年

齢や性別、社会的状

況等に関わらず誰も

が芸術を鑑賞できる

機会を提供 

舞台系：生で聴く“のだめカン 

タービレ”の音楽会 1,888人、

松竹大歌舞伎 1,940人、有

門正太郎プレゼンツアリプレ

版ロミオとジュリエット 248

人、中部フィル春日井特別演

奏会 658人、第29回日本舞

踊鑑賞会 351人、首藤康之

×CAVA レニングラード・ホ

テル 267人、入船亭扇辰独

演会 186人、石井正則～

Sound of Story～ 197人、

和装ハーピスト綾 和を愛で

る114人 

日曜シネマ（全4回）にてボラ

ンティア団体の協力を得て聴

覚障がい者のためのシーン

ボイスガイドを実施。 

舞台系：古関裕而コンサート 

385人、ミュージカル「忍たま

乱太郎」 1,375人、あいちオ

ーケストラフェスティバル 440

人、親子のためのファミリーシ

アター！「にんぎょひめ」 277

人、津軽三味線☆三絃士コン

サート 180人、日曜シネマ

1,147人 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、松竹大歌舞

伎、山下洋輔スペシャルビッグ

バンドコンサートなど５事業を

中止。浅田政志写真展、柳下美

恵のピアノdeシネマなど５事

業を翌年度以降に延期。 

日曜シネマ（全4回）にてボラ

ンティア団体の協力を得て聴

覚障がい者のためのシーンボ

イスガイドを実施。 

各舞台公演で車いす席

を設定、映画上映会でシ

ーンボイスガイドを実施

するなど高齢者や障がい

者等にも配慮した鑑賞機

会を提供することができ

た。 

 

Ｂ 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

道風記念館展示 

【道風記念館】 

《再掲》 

小野道風の偉業を顕

彰し後世に伝えるとと

もに、書専門の美術館

として、様々な展覧会 

を開催 

特別展「川谷尚亭の書」729

人（前年度比240人増） 

企画展「黒野清宇の書」 

1,167人（前年度比216人

減） 

館蔵品展 

「近現代の書」985人 

「書の魅力」3,044人 

「読んで味わう書の世界」324人 

年間観覧者数7,467人（前年

比1,185人減） 

特別展「王朝文学と古筆切」

503人（前年度比226人減） 

企画展「龍門造像記」 

1,412人（前年度比245人

増） 

館蔵品展 

「つづけ書きの妙」273人 

「書の魅力」2,029人 

年間観覧者数4,959人（前年

比2,508人減） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため休館あり。ま

た、当初の会期や内容を一部

変更して展覧会を開催した。 

書を専門とし、毎回異なっ

たテーマを設け、全ての

展示を自主企画し、専門

家から高評価を得る質の

高い展覧会を開催するこ

とができた。 

※新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、展

示品解説動画を配信し、

外出を自粛する鑑賞者や

実施できなくなった講演

会の代替機会を提供する

ことができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症拡大防止のた

め、一時休館すること

になったため、急きょ

作品所蔵者等と調整

し、年間計画を一部

変更することで、鑑賞

機会の提供に努め

た。 

福祉の里レインボープラ

ザでの事業 

【社会福祉協議会】 

「ハッピーコンサート」

等の開催により鑑賞

の機会を提供し、「だ

れでもアーティスト」

等の開催により発表と

鑑賞の機会を提供 

 

鑑賞事業：ハッピーコンサート

<5回> 770人、レインボーシ

ネマ<10回> 45人、クリスマ

スコンサート 122人 

参加・鑑賞事業：だれでもア

ーティスト 参加・鑑賞者135

人、演芸フェスタ 参加・鑑賞

者 49人、軽音楽の夕べ 参

加・鑑賞者 74人 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

― ― 
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イ 福祉施設、病院等での文化事業の開催 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

あ～とふるマイタウン（芸

術家等派遣事業） 

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

芸術家等を公民館や

学校等の身近な施設

に派遣 

※音楽分野に加え、

令和２年度より伝統

芸能分野も文化財団

に移管し、「かすがい

どこでもアート・ドア」

事業で実施。 

実施プログラム5、実施回数 

12回（前年度比9回減） 

＜内訳＞ 

書（篆刻を含む）：３プログラム 

6回（前年度比3回増） 

伝統芸能（落語・日本舞踊）：２

プログラム６回（増減なし） 

なし 

（わ～く書っぷ（書家派遣事

業）に移行したため） 

― ― 

かすがいどこでもアート・

ドア（アウトリーチ事業） 

【かすがい市民文化財団】 

《再掲》 

学校や保育園、福祉

施設などにアーティ

ストを派遣し、特別授

業やコンサートを実

施 

※「あ～とふるマイタ

ウン事業」のうち、音

楽・伝統芸能分野に

ついて、段階的に市

より移管した。 

派遣アーティスト7組19名、実

施回数15回（前年度比3回

増） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線２回、②サク

ソフォン・打楽器3回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ2回、④

クラリネット・サクソフォン・ピ

アノ2回、⑤マリンバ・パーカ

ッション・ピアノ２回、⑥ギター

2回）、ダンス２回 

派遣アーティスト12組35名、

実施回数11回（前年度比4回

減） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線1回、②サク

ソフォン・打楽器1回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ1回、④

ソプラノ・ヴァイオリン・ピアノ

1回、⑤マリンバ・パーカッショ

ン・ピアノ3回、⑥ピアノ2回、

⑦ギター1回）、日本舞踊1

回、落語1回、演劇1回、美術

2回 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、12回中止。 

文化財団のミッションに

基づく普及啓発事業の柱

として実施し、幼児や高

齢者など交通手段が限ら

れる人々に芸術を間近で

感じられる機会を提供す

ることができた。 

前年度実施のなかった美

術、演劇分野でのアウトリ

ーチも実施することがで

きた。 

 

 

Ｂ 

 

市内で活動する若手

音楽家6組を派遣し

ており、アーティストの

経験値を上げること

ができた点も成果と

考えている。 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2018年度 2019年度 2020年度 

文化芸術の活動をしている人の割合 １４．５％ ２０．０％ ２５．０％ 
2021年度に 

測定 

2021年度に 

測定 

2021年度に 

測定 

 

 

 

事業の評価 特記事項 

A 

B 

C 

D 

E 

計画以上の成果が得られた。 

概ね計画どおりの成果が得られた 

成果が得られた事業が多かった 

成果が得られた事業は少なかった 

成果は得られなかった 

新型コロナウイルス感染症の影響下で、実施できた事業は例年の半分程度であった。そうした中、文

化財団の事業を中心に、感染症対策を取った上で、質の高い魅力的な事業が実施され、市民が、拠

点となる文化施設又は身近な施設で芸術を鑑賞できる機会が提供されており、評価できる。 

また、小中高校生など若い世代に対し鑑賞を促すような取り組みや、高齢者に対する鑑賞機会の提

供も引き続きなされており、いずれも評価できる。 

前年度同様、文化活動に取り組んでいる市民に対し、様々な発表の場が提供されている点は評価で

きるが、活動を自粛する市民も多かったと推定されるので、感染症が治まった後そういった対応が可

能なのか、どういった対応が市民から求められるのか、対応策の検討が望まれる。 

 

評価指標に基づく実績 

施策ごとの評価 
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施策② 次世代の文化活動を担う人材の育成 

 

 

（１）若手芸術家等の活動の支援 

  ア 若手美術家等の作品を取り上げる展覧会の開催 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（鑑賞系事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

幅広く、質の高い魅力

的な事業を実施し、年

齢や性別、社会的状

況等に関わらず誰も

が芸術を鑑賞できる

機会を提供 

鈴掛真×名古屋学芸大協働プ

ロジェクト展 842人 

鈴掛真と名古屋学芸大学映

像メディア学科の学生による

「言葉」をテーマに表現方法

を探る協働プロジェクト 

鈴掛の短歌を選び、学生自

身の解釈で、映像や写真、イ

ンスタレーション作品などを

制作 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、会期途中

で中止。 

若手美術家等の作品を取り

あげる展覧会の開催なし 

 

若手美術家の展覧会は、

年間ラインナップの中で

候補に挙がったが、諸条

件で折り合わず、翌年度

開催の方向となった。 

 

D 

 

 

 

 

施策ごとの事業の成果 
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イ 若手音楽家等の自主的活動の支援 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（若手音楽家支援事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

若手音楽家を3年間

にわたり活動支援す

るプログラム。1年目

にあたり、ワンコインコ

ンサートを開催 

ワンコインコンサート（入場料 

500円のコンサート） 

・ASTER 10月25日（金） 

72人 

・Xmas Ｓpecial 12月7日 

（土） 4団体出演、342人 

・MeisA 12月27日（金） 

159人 

※Trombone Ensemble 

Gaio 3月13日（金）に開催

予定であったが、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のた

め、次年度に延期。 

ワンコインコンサート（入場料 

500円のコンサート） 

・Tromborn Ensemble Gaio 

11月1日（日） 104人 

・チョコっと延期「バレンタイン

コンサート」３月20日（土・祝） 

３団体出演、129人 

 

地域に根差した音楽家を

育成する第1歩として、若

手音楽家に発表の機会

を提供することができた。 

若手音楽家支援事業３年

目となり、第２期登録アー

ティス３組による合同コン

サートを実施。これをきっ

かけに出演依頼を受ける

団体もあり、今後の活動

を支援することができた。 

 

B 
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ウ 幅広い分野での文化活動を行う市民等への支援 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化活動事業助成 

【文化・生涯学習課】 

芸術文化振興を図る

ため、文化活動団体

が行う事業に対して

補助金を交付 

・春日井市文化振興補助金交

付要綱による補助 

文化協会、美術協会、市民音

楽連盟、交響楽団、児童合唱

団 

・文化スポーツイベント補助金

交付要綱による補助 

周年記念事業実施１団体 

国内での文化事業への参加 

2団体、個人２人  

・春日井市文化振興補助金交

付要綱による補助 

文化協会、美術協会、市民音

楽連盟、交響楽団、児童合唱

団 

・文化スポーツイベント補助金

交付要綱による補助 

周年記念事業実施 なし 

国内での文化事業への参加 

なし 

文化活動団体への補助

金交付により、市民の文

化活動の支援を行うこと

ができた。 

 

 

B 
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（２）芸術家等と市民との交流の促進 

  ア 若手芸術家によるワークショップ等の開催 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（鑑賞系事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

幅広く、質の高い魅力

的な事業を実施し、年

齢や性別、社会的状

況等に関わらず誰も

が芸術を鑑賞できる

機会を提供 

みんなの美術部 

（1）美術家/本山ゆかり 44

人 

（２）イラストレーター/三輪布

巳子 63人 

（3）グラフィックデザイナー/

太田米香 41人 

・ヒット曲で踊るダンス教室 

ダンサー・振付家/服部哲郎 

2回、40人 

※ヒット曲で踊るダンス教室２

回と、鈴掛真×名古屋学芸大

協働プロジェクト展 関連事

業「初めての短歌ワークショ

ップ」 は新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため、中

止。 

・みんなの美術部 

（1）日本画家/芝康弘 41人 

（２）イラストレーター/三輪布

巳子 40人 

（3）イラストレーター/安藤シ

オン 61人 

（４）美術作家/長瀬崇裕 21

人 

令和元年度から始まった

みんなの美術部は誰でも

参加できる部活として、

様々なジャンルの講師を

迎え講座を開催。作品制

作だけでなく鑑賞するこ

とや話し合う時間も重視

して実施し、作品制作と

鑑賞の機会を提供するこ

とができた。 

 

Ａ 

 

若手芸術家と参加者

との間の交流だけで

なく、参加者間の交流

を深めることができ、

大きな成果があった

と考えている。 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

かすがい文化フェスティ

バル 

【かすがい市民文化財

団】     《再掲》 

茶華道などの伝統文

化や工作、書道などを

体験できるワークショ

ップを開催 

若手芸術家によるワークショッ

プ 

8月1日（木）「和紙で作ろう！

自分だけのアイスクリーム」 

33人、8月15日（木）「みんな

で踊ろう！オリジナルダンス」

13人、8月22日（木）「段ボー

ルや廃材でオリジナル変身マ

スクを作ろう！」 17人 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、実施しなかっ

た。 

― ― 

 

イ 小中学校への芸術家等の派遣 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

あ～とふるマイタウン（芸

術家等派遣事業） 

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

芸術家等を公民館や

学校等の身近な施設

に派遣 

※音楽分野に加え、

令和２年度より伝統芸

能分野も文化財団に

移管し、「かすがいど

こでもアート・ドア」事

業で実施。 

実施プログラム5、実施回数 

12回（前年度比9回減） 

＜内訳＞ 

書（篆刻を含む）：３プログラム 

6回（前年度比3回増） 

伝統芸能（落語・日本舞踊）：２

プログラム６回（増減なし） 

なし 

（わ～く書っぷ（書家派遣事

業）に移行したため） 

― ― 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

かすがいどこでもアート・

ドア（アウトリーチ事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

学校や保育園、福祉

施設などにアーティス

トを派遣し、特別授業

やコンサートを実施 

※「あ～とふるマイタ

ウン事業」のうち、音

楽・伝統芸能分野に

ついて、段階的に市よ

り移管した。 

派遣アーティスト7組19名、実

施回数15回（前年度比3回

増） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線２回、②サク

ソフォン・打楽器3回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ2回、④

クラリネット・サクソフォン・ピ

アノ2回、⑤マリンバ・パーカ

ッション・ピアノ２回、⑥ギター

2回）、ダンス２回 

派遣アーティスト12組35名、

実施回数11回（前年度比4回

減） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線1回、②サク

ソフォン・打楽器1回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ1回、④

ソプラノ・ヴァイオリン・ピアノ

1回、⑤マリンバ・パーカッショ

ン・ピアノ3回、⑥ピアノ2回、

⑦ギター1回）、日本舞踊1

回、落語1回、演劇1回、美術

2回 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、12回中止。 

文化財団のミッションに

基づく普及啓発事業の柱

として実施し、幼児や高

齢者など交通手段が限ら

れる人々に芸術を間近で

感じられる機会を提供す

ることができた。 

中学校に派遣したギタリ

ストの井草氏は、演奏だ

けでなく、学生時代の経

験を通じたメッセージを

伝えることができ、昨年度

同様大変好評であった。 

前年度実施のなかった美

術、演劇分野でのアウトリ

ーチも実施することがで

きた。 

 

Ｂ 

 

市内で活動する若手

音楽家6組を派遣し

ており、アーティストの

経験値を上げること

ができた点も成果と

考えている。 
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（３）文化活動団体等の活動の促進 

  ア 文化活動団体等の活発な活動の促進 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化活動事業助成 

【文化・生涯学習課】 

芸術文化振興を図る

ため、文化活動団体

が行う事業に対して

補助金を交付 

・春日井市文化振興補助金交

付要綱による補助 

文化協会、美術協会、市民音

楽連盟、交響楽団、児童合唱

団 

・文化スポーツイベント補助金

交付要綱による補助 

周年記念事業実施１団体 

国内での文化事業への参 

加 2団体、個人２人  

・春日井市文化振興補助金交

付要綱による補助 

文化協会、美術協会、市民音

楽連盟、交響楽団、児童合唱

団 

・文化スポーツイベント補助金

交付要綱による補助 

周年記念事業実施 なし 

国内での文化事業への参加 

なし 

文化活動団体及び全国

大会に出場する個人への

補助金交付により、市民

の文化活動の支援を行う

ことができた。 

 

Ｂ 

 

文化活動団体の会員

数が減少しており、補

助金交付以外の支援

策を引き続き検討し

ていく必要があると

考えている。 

共催事業 

【かすがい市民文化財

団】 

文化活動団体の活動

を支援するため、様々

な団体との共催事業

を実施 

・かすがい人形劇フェスティバ

ル 主催：愛知県人形劇協会、

かすがい人形劇フェスティバ

ル実行委員会 

・第27回春日井市高等学校吹

奏楽フェスティバル 主催：春

日井市高等学校吹奏楽協議

会 

・とっておきのクリスマスコンサ

ート 主催：春日井児童合唱団 

・とっておきのクリスマスコンサ

ート 主催：春日井児童合唱団 

※かすがい人形劇フェスティ

バル、春日井市高等学校吹奏

楽フェスティバルは、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止の

ため、中止。 

文化財団の持つ専門技

術や経験を活かし、各団

体が実施する事業を共催

という形で支え、文化活

動団体の活動を支援する

ことができた。 

 

Ｂ 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

舞台制作セミナー 

【かすがい市民文化財

団】 

文化財団の持つ専門

技術や経験を基に、照

明・音響・舞台技術の

基礎知識を伝えるセミ

ナーを実施 

 

・舞台制作セミナー高校吹奏 

楽版：会場/市民会館、参加者 

14人（参加校：春日井西高校、

春日井東高校、高蔵寺高校） 

・舞台制作セミナー高校演劇 

版：会場/春日井高校、参加者 

29人（参加校：春日井高校） 

・舞台制作セミナー高校吹奏 

楽版：会場/市民会館、参加者 

10人（参加校：春日井南高校、

高蔵寺高校） 

・舞台制作セミナー高校演劇 

版：会場/市民会館、参加者32 

人（参加校：春日井高校、春日

井市商業高校） 

実際の舞台道具を用いて

舞台に関する専門技術を

高校生に伝えることで、

高校生の文化活動を支

援することができた。 

 

 

Ｂ 

 

 

 

イ 文化活動団体等による体験講座の支援 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化活動事業助成 

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

芸術文化振興を図る

ため、文化活動団体

が行う事業に対して

補助金を交付 

春日井市文化振興補助金交 

付要綱による補助 

・文化協会/入門講座10講座 

・市民音楽連盟/ワークショップ

１講座、初心者講習会１講座 

春日井市文化振興補助金交 

付要綱による補助 

・文化協会/入門講座４講座 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、文化協会/入

門講座６講座と市民音楽連盟/

ワークショップ１講座、初心者

講習会１講座は中止。 

初心者向けの講座を実

施する文化活動団体へ

の補助金交付により、市

民の文化活動の支援を

行うことができた。 

 

Ｂ 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2018年度 2019年度 2020年度 

若手音楽家等の学校派遣による特別授業の受講

児童・生徒数 
653人 700人 800人 569人 405人 1,126人 

 

＜ 参考 ＞ 
基準値 実績値 

2016年度 2018年度 2019年度 2020年度 

高校生以下を対象とするアウトリーチ事業の実施回数 23回 18回 13回 ９回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価指標に基づく実績 
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事業の評価 特記事項 

A 

B 

C 

D 

E 

計画以上の成果が得られた 

概ね計画どおりの成果が得られた 

成果が得られた事業が多かった 

成果が得られた事業は少なかった 

成果は得られなかった 

新型コロナウイルス感染症の影響下で、若手芸術家の活動は大変難しい状況であったと思われるが、

昼コン・夜コンの代替として、若手音楽家が出演する映像を配信するなど、支援策が講じられており評価

できる。 

成果指標としている「若手音楽家等の学校派遣による特別授業の受講児童・生徒数」は増加し、前年度

は実施のなかった美術分野と演劇分野のアウトリーチ事業も実施されている。子どもたちにとって、良い体

験機会が提供できていると認められ、評価できる。 

また、文化活動団体等に対する支援について、継続的な支援ができている点は評価できる。 

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、文化活動団体の活動が厳しくなると想定されるので、引き続

きその支援策の検討が望まれる。 

 

 

 

 

施策ごとの評価 
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施策③ 知りたい人に届く文化情報発信 

 

 

（１）幅広く効果的な文化情報発信 

  ア インターネットで地域の文化情報の発信 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

春日井市ホームページ 

【広報広聴課】 

市民に必要な情報を

迅速に提供するため、

市ホームページという

媒体を活用して情報

を発信 

・毎月15日号広報春日井に掲 

載した「まちのイベントニュー 

ス」を春日井市ホームページ 

でも掲載 

 

・毎月15日号広報春日井に掲 

載した「まちのイベントニュー 

ス」を春日井市ホームページ 

でも掲載 

 

市民グループの発表会

などの情報を幅広く発信

することができた。 

 

Ｂ 

 

 

文化財団ホームページ 

【かすがい市民文化財

団】 

文化財団の実施して

いる事業の情報や、管

理運営している文化フ

ォーラム春日井及び

春日井市民会館の情

報を発信 

・施設のイベントカレンダーを 

作成し、市民グループの発表 

会や作品展などの情報を文化 

財団ホームページで掲載 

 

・施設のイベントカレンダーを 

作成し、市民グループの発表 

会や作品展などの情報を文化 

財団ホームページで掲載 

 

文化財団の事業だけで

はなく、市民グループの

発表会などの情報を幅

広く発信することができ

た。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

施策ごとの事業の成果 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

外部団体が運営するイン

ターネットサイトへの情報

提供 

【道風記念館】 

道風記念館の施設情

報や展覧会情報等

を、外部サイトを通し

て発信 

 愛知県生涯学習情報提供シ

ステム「学びネットあいち」 

日本観光振興協会「観るな

び」 

Internet Ｍｕｓｅｕｍ 

ＤＮＰ Ｍｕｓｅｕｍ 

information Japan 「 art 

scape」 

子供とお出かけ情報サイト

「いこーよ」 

 愛知県生涯学習情報提供シ

ステム「学びネットあいち」 

日本観光振興協会「観るな

び」 

Internet Ｍｕｓｅｕｍ 

ＤＮＰ Ｍｕｓｅｕｍ 

information Japan 「 art 

scape」 

子供とお出かけ情報サイト

「いこーよ」 

外部の情報サイトを活用

することで、幅広い層に

情報発信を行うことがで

きた。 

 

Ｂ 

 

 

生涯学習情報サイト 

「まなびゃ選科」 

【文化・生涯学習課】 

市内で活動する団体

や、市内で活躍する講

師の情報及び公民館

等で開催されるイベ

ントや講座情報を発

信 

 講師登録者294人（前年度

比23人増、新規登録者28

人、削除者5人） 

 団体登録数146団体（前年

度比7団体減、新規登録団体 

５、削除団体12） 

サイトアクセス数37,374件 

（前年度比4,219件減） 

 講師登録者296人（前年度

比2人増、新規登録者17人、

削除者15人） 

 団体登録数138団体（前年

度比8団体減、新規登録団体 

3、削除団体11） 

サイトアクセス数26,207 

（前年度比11,167件減） 

公民館やふれあいセンタ

ー等で活動する生涯学習

活動団体及び、講師とし

て活動する市民の情報発

信を行うことができた。 

高齢化で活動を取りやめ

る団体もあった。 

 

Ｂ 

 

アクセス数が低下し

ており、サイトの周知

方法を検討する必要

があると考えている。 
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イ 市民の意見や入場者数等の分析に基づく情報発信の改善 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（鑑賞系事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

幅広く、質の高い魅力

的な事業を実施し、年

齢や性別、社会的状

況等に関わらず誰も

が芸術を鑑賞できる

機会を提供 

各事業でアンケートを実施し、

そこに記載された興味・関心の

あるジャンルを基に公演案内

を送付 

チケット管理システムに蓄積さ

れた過去のチケット購買履歴

を基に公演案内を送付 

各事業でアンケートを実施し、

そこに記載された興味・関心の

あるジャンルを基に公演案内

を送付 

チケット管理システムに蓄積さ

れた過去のチケット購買履歴

を基に公演案内を送付 

情報を求めている顧客に

効率的に情報を届けるこ

とができた。 

 

Ｂ 
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ウ 文化財団広報誌「ＦＯＲＵＭ ＰＲＥＳＳ」等での文化芸術の魅力の発信 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化財団広報誌「ＦＯＲＵ

Ｍ ＰＲＥＳＳ」 

【かすがい市民文化財

団】 

自主文化事業を中心

とした芸術文化情報

及び施設に関する情

報を掲載した情報誌

を発行 

A4サイズ16ページ フルカラ

ー 隔月（年６回）10,000部  

・自主文化事業に関する情報 

・FORUM PRESSレポーター

（ボランティア）による公演感

想記「わたしのレポート」 

・春日井に関わる人にインタビ 

ューした「あの人と、春日井と」 

・「校歌は地域をうたう」「PｉPｉ 

提携ショップガイド」などの地 

域にまつわるコンテンツ 

4回発行 

98号はA４サイズ12ページ

3,000部、99号は同6000部、

100号はA４サイズ24ページ、

8,000部、101号よりB5サイ

ズにリニューアルし、20ページ

7,000部発行。 

・100号では特集「20の言葉」

でこれまで取り上げたアーティ

スト20人の言葉を紹介。 

・FORUM PRESSレポーター

（ボランティア）による公演感

想記「わたしのレポート」や

「あの人と、春日井と」など地

域にまつわるコンテンツをリ

ニューアル後も継続して掲載。 

新型コロナウイルス感染

症の影響下で、施設や催

事での紙媒体の配布が

難しかったが、これから開

催される自主事業に関す

る情報だけではなく、記

事を読んで興味がわくよ

うな情報発信を行うこと

ができた。 

読者アンケートでも大変

好評であり、施設や文化

財団の事業についてだけ

でなく、春日井市の魅力

をPRすることができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症の影響で、紙

媒体の配布が難しく

なっている。 

そういった中で、リニ

ューアルすることで、

新たな方向性を探っ

ていくことができてい

ると考えている。 

道風記念館情報誌「道風

記念館だより」 

【道風記念館】 

収蔵品の紹介や展示

案内、書に関する情報

を掲載した便りを発行 

B5サイズ８ページモノクロー

ム 年１回５,000部 

・収蔵品紹介 

・展覧会や講座などの事業に

関する情報 

・小野道風を始め、書に関する

情報 

B5サイズ４ページモノクロー

ム 年４回3,000部 

年１回の発行だったものを年４

回発行に拡大。開催時期に合

わせた展覧会情報を掲載。 

研究者による書に関する連載

記事等、有益な書の情報を掲

載。 

発行回数を増やすことに

より、開催時期に合わせ

た展覧会案内ができ、よ

り効率よくPRをすること

ができた。 

HPへの公開により、来館

できない人へも情報を届

けることができた。 

 

B 

 

リニューアルした効果

はあったが、新型コロ

ナウイルス感染症の

影響で、紙媒体の配

付はむずかしかった。 
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エ 文化財団友の会会員等への情報発信 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

友の会事業 

【かすがい市民文化財

団】 

自主事業のチケット先

行発売・割引購入が

可能な有料会員制度 

友の会会員（有料）828人（新

規入会116人、更新712人） 

Ｗｅｂ会員（無料） 5,464人

（前年度比1,171人増） 

合計6,292人（前年度比827

人増） 

隔月で文化財団広報誌「ＦＯＲ 

ＵＭ ＰＲＥＳＳ」や自主文化事 

業等のチラシ類を送付 

メールアドレス登録者にはチケ 

ット販売情報をメール配信 

友の会会員（有料）548人（新

規入会99人、更新449人） 

Ｗｅｂ会員（無料） 5,761人

（前年度比297人増） 

合計6,309人（前年度比17人

増） 

文化財団広報誌「ＦＯＲＵＭ Ｐ

ＲＥＳＳ」や自主文化事業等の

チラシ類を送付 

メールアドレス登録者にはチケ 

ット販売情報をメール配信 

文化芸術に関心の高い

会員に最新の情報を提

供することができた。 

友の会会員の大幅な減

少は、「松竹大歌舞伎」中

止に起因していると考え

ている。 

Ｗｅｂ会員はチケット先行

予約や座席を指定しての

予約も可能なため、比較

的若い世代を中心に増

やすことができた。 

 

Ｂ 

 

有料会員に対しては、

丁寧な情報提供を行

っていく必要があると

考えている。 

 

  オ JR各駅や地元商店街等でのポスター掲示、チラシ配布等 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

JR各駅での広報配布 

【広報広聴課】 

JRの各駅で広報春日

井を配布するととも

に、JR高蔵寺駅内の

アスティ高蔵寺市民コ

ーナーでポスター配

布、チラシ配架 

広報春日井各号の配布部数 

JR勝川駅 30部 

JR春日井駅 40部 

JR神領駅 130部 

JR高蔵寺駅 130部 

広報春日井各号の配布部数 

JR勝川駅 20部 

JR春日井駅 30部 

JR神領駅 130部 

JR高蔵寺駅 55部 

町内会未加入世帯等で

広報春日井の入手が難

しい市民に対し、広報を

入手する機会を提供する

ことができた。 

 

Ｂ 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

JR春日井駅自由通路 

展示コーナー 

【かすがい市民文化財

団】 

自由通路にある展示

コーナーで、特製の巨

大ポスターを掲示し、

文化財団の自主事業

等をPR 

イベントカレンダー 2か月ごと

に更新 

「松竹大歌舞伎」や「浅田政志

写真展」等をPRする巨大ポス

ターを作成・掲示 

イベントカレンダー 2か月ごと

に更新 

文化財団の自主事業以外で

も、「短詩型文学祭」の特別賞

受賞作品を巨大ポスターにし

て掲示するなどした。 

市の玄関口であるJR春

日井駅にて文化情報を発

信することができた。 

巨大ポスターは２～３枚を

連結させるデザインのも

のを作成し、PR効果の向

上を図った。 

 

Ｂ 

 

 

 

（２）新しい情報媒体の開拓・活用 

  ア インターネットを活用した双方向コミュニケーションの促進 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

市政情報サービス 

【広報広聴課】 

市民に必要な情報を

迅速に提供するため、

市ホームページ・モバ

イルサイト、SNSを活

用して情報を提供 

・市公式LINEお友達登録件数 

5,177件（前年度比1,182件

増） 

・市公式Twitterフォロワー数 

2,083（前年度比387増） 

・市公式LINEお友達登録件数 

7,225件（前年度比2,048件

増） 

・市公式Twitterフォロワー数 

2,962（前年度比879増） 

インターネットを活用し、

様々な手法で情報発信す

ることができた。 

 

Ｂ 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化財団情報発信事業 

【かすがい市民文化財

団】 

文化財団の実施事業

や、文化フォーラム春

日井・市民会館の情

報を提供 

・文化財団公式Twitterで、最 

新の情報を発信 

・文化財団公式Twitterフォロ 

ワー数1,060（前年度比104 

件増） 

・公演に出演のアーティスト等 

との相互交流を実施 

・文化財団公式LINEを開設

し、Twitterとともに、最新の情

報を発信 

・文化財団公式LINEお友達登

録件数 424件 

・文化財団公式Twitterフォロ 

ワー数1,152（前年度比92 

件増） 

・公演に出演のアーティスト等 

との相互交流を実施 

インターネットを活用し、

様々な手法で情報発信す

ることができた。 

 

 

Ｂ 

 

 

 

イ 民間情報誌等を活用した文化イベント情報の発信 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化財団広告宣伝事業 

【かすがい市民文化財

団】 

文化財団の活動に

“認知・理解・支援”を

得るため、新聞・テレ

ビ等への露出を図り、

文化財団のPRを実施 

記事掲載：中日新聞52回、朝

日新聞6回、中日スポーツ1

回、毎日新聞１回、読売新聞１

回、ラジオ3回、ケーブルテレビ

2回、雑誌タウン誌50回、Web

メディア３回 

広告掲載：中日新聞３回、フリ

ーペーパー１回 

チラシ折込：ポトス（市内）１回 

記事掲載：中日新聞42回、朝

日新聞6回、西日本新聞１回、

テレビ１回、ラジオ4回、ネットテ

レビ1回、ケーブルテレビ11

回、雑誌タウン誌34回、Webメ

ディア３回 

広告掲載：なし 

チラシ折込：なし 

親子のためのファミリー

シアター！「にんぎょひ

め」では、出演者や記者

の協力を得てリモートで

新聞取材を行うなど、新

型コロナウイルス感染症

の影響下でも工夫し、文

化財団の事業について、

新聞やラジオで告知を行

い、集客につなげること

ができた。 

 

Ｂ 

 

 



46 

 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

道風記念館展示 

【道風記念館】 

《再掲》 

道風記念館の施設及

び事業をPRするた

め、情報を発信 

記事掲載：中日新聞８回、朝日

新聞１０回、読売新聞２回、茶華

道新聞６回、テレビ愛知１回、ケ

ーブルテレビ２回、雑誌１９回 

広告掲載：雑誌３回、読売新聞

１回 

記事掲載：中日新聞16回、朝

日新聞７回、茶華道新聞６回、

東海テレビ１回、ケーブルテレ

ビ１回、雑誌15回 

広告掲載：雑誌２回、読売新聞

１回 

道風記念館について、新

聞や雑誌等で告知を行

い、道風記念館を幅広く

PRすることができた。 

 

Ｂ 

 

 

 

ウ 近隣自治体、民間文化施設等との連携による情報発信の推進 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化財団情報発信事業 

【かすがい市民文化財

団】 

文化財団の実施事業

や、文化フォーラム春

日井・市民会館の情

報を提供 

文化財団広報誌「ＦＯＲＵＭ Ｐ

ＲＥＳＳ」を始めとする広報物を 

県内331施設、県外50施設に

配布 

美術系事業の広報物は、公共

施設だけでなく民間のギャラリ

ーにも配布（相互に依頼） 

名古屋市文化振興事業団と連

携し、相互に友の会会員への

発送物に、双方の事業のチラ

シを同封 

近隣ホールで開催の類似ジ

ャンルの公演にて、自主文化

事業の広報物を折り込み（相

互に依頼） 

文化財団広報誌「ＦＯＲＵＭ Ｐ

ＲＥＳＳ」を始めとする広報物を 

県内331施設、県外50施設に

配布 

美術系事業の広報物は、公共

施設だけでなく民間のギャラリ

ーにも配布（相互に依頼） 

名古屋市文化振興事業団と連

携し、相互に友の会会員への

発送物に、双方の事業のチラ

シを同封 

 

近隣の文化施設と連携す

ることで、幅広い情報を、

来館者・友の会会員・公

演の鑑賞者に提供するこ

とができた。 

緊急事態宣言発令による

県内外の施設の休館や、

様々な公演の中止なども

あって、紙媒体の配布に

ついては困難な部分も多

かった。 

 

Ｂ 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

道風記念館展示 

【道風記念館】 

《再掲》 

道風記念館の施設及

び事業について、PR

を実施 

展覧会チラシ・ポスターを始め

とする広報物を 県内１４１施

設、県外４０３施設に配布 

かすがい市民文化財団が市民

会館等で開催する公演の際

に、展示作品を紹介する広報

物を折り込み 

展覧会チラシ・ポスターを始め

とする広報物を 県内141施

設、県外641施設に配布 

かすがい市民文化財団が市民

会館等で開催する公演の際

に、展示作品を紹介する広報

物を折り込み 

近隣の文化施設と連携す

ることで、幅広い情報を、

来館者・友の会会員・公

演の鑑賞者に提供するこ

とができた。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2018年度 2018年度 2019年度 2020年度 

市が情報発信の充実に力を入れていくべきと考え

る人の割合 
４３．０％ ３５．０％ ２５．０％ 

2021年度に 

測定 

2021年度に 

測定 

2021年度に 

測定 

 

 

 

 

 

 

 

評価指標に基づく実績 
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事業の評価 特記事項 

A 

B 

C 

D 

E 

計画以上の成果が得られた 

概ね計画どおりの成果が得られた 

成果が得られた事業が多かった 

成果が得られた事業は少なかった 

成果は得られなかった 

文化財団広報誌のＦＯＲＵＭ ＰＲＥＳＳは、100号記念号及びリニューアル後についても、事業の宣伝に

留まらず、読み手に興味を抱かせるような読み物として楽しめるものとなっており、評価できる。 

インターネットやＳＮＳを活用したＰＲについては、社会情勢の変化に応じたものとなるよう、また、知りた

い人に届けるためにはどのような手法が有効なのか、引き続き検討していく必要がある。 

その他、市や文化財団以外の文化活動団体等が実施する事業の情報発信については、生涯学習情報

サイト「まなびゃ選科」があるものの、十分に活用されていないため、地域の文化情報を発信する手法を

検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

施策ごとの評価 
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施策④ 市民による文化活動支援の推進 

 

 

（１）ボランティア活動の活性化 

  ア 継続的な文化ボランティア活動の推進、支援 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化ボランティア（市民メ

セナ活動支援） 

【文化・生涯学習課】 

市民メセナ活動の一

環として文化ボランテ

ィアを募集し、活動を

支援 

文化ボランティア登録者：21

名（新規登録者2名、退会者な

し、前年比2名増） 

ボランティアへの活動要請：8

回、延べ43人従事 

顔合わせ会（総会）1回、定例

会8回、教養講座1回、自主企

画「かすがい短歌」作品募集

（表彰式は新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため中

止）、文化探訪（志段味古墳ミ

ュージアム） 

文化ボランティア新規会員募

集をＰＲ、２名が加入 

 

文化ボランティア登録者：21

名（新規登録者3名、退会者3

名、増減なし） 

ボランティアへの活動要請：1

回、延べ3人従事 

顔合わせ会（総会）実施せず、

定例会3回、教養講座・自主企

画・文化探訪は実施せず 

文化ボランティア新規会員募

集をＰＲ、3名が加入 

新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、自主

的な活動は自粛した。 

また、市民の文化活動の

中止も相次いだため、ボ

ランティア活動もほとんど

実施できなかった。 

高齢を理由とした退会者

もあったが、PRにより新

たな会員を迎えることが

できた。 

 

B 

 

ボランティア会員は高

齢化しているが、新規

会員を継続的に迎え

ることができた。 

 

 

施策ごとの事業の成果 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化財団サポーター 

【かすがい市民文化財

団】 

来場者をもてなすボラ

ンティアとして、文化財

団自主事業に参加

（フロントスタッフ） 

公演を鑑賞し、観客目

線での公演レポートを

執 筆 し 、 公 開

（FORUM PRESSレ

ポーター） 

・フロントスタッフ38人 

（前年比2名減、新規登録者1

名、退会者3名） 

活動公演数29回、活動展覧会

数2回、研修等2回 

・FORUM PRESSレポーター 

12人 

（前年比5名減、新規登録者な

し、退会者5名） 

活動公演数22回、研修等2回 

紙面掲載記事12本、ホームペ

ージ掲載記事22本 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

・フロントスタッフ37人 

・FORUM PRESSレポーター 

12人 

― ― 

 

イ 市民が企画、運営する文化事業の支援 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化ボランティア（市民メ

セナ活動支援） 

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

市民メセナ活動の一

環として文化ボランテ

ィアを募集し、活動を

支援 

文化ボランティア登録者：21

名（新規登録者2名、退会者な

し、前年比2名増） 

ボランティアへの活動要請：8

回、延べ43人従事 

文化ボランティア登録者：21

名（新規登録者3名、退会者3

名、増減なし） 

ボランティアへの活動要請：1

回、延べ3人 

実際に活動できたのは１

日のみではあったが、市

民の文化事業を支援する

ことができた。 

 

Ｂ 
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ウ 文化ボランティアによる自主企画イベントの開催 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化ボランティア（市民メ

セナ活動支援） 

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

市民メセナ活動の一

環として文化ボランテ

ィアを募集し、活動を

支援 

文化ボランティア登録者：21

名（新規登録者2名、退会者な

し、前年比2名増） 

顔合わせ会（総会）1回、定例

会8回、教養講座1回、自主企

画「かすがい短歌」作品募集

（表彰式は新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため中

止）、文化探訪（志段味古墳ミ

ュージアム） 

文化ボランティア登録者：21

名（新規登録者3名、退会者3

名、増減なし） 

ボランティアへの活動要請：1

回、延べ3人従事 

顔合わせ会（総会）実施せず、

定例会3回、教養講座・自主企

画・文化探訪は実施せず。 

新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、自主

的な活動は自粛した。 

 

 

― 

 

例年どおりの活動を

行う方向で検討して

いたが、新型コロナウ

イルス感染症が沈静

化しないため、計画を

遂行することができ

なかった。 
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（２）市民メセナ基金の活用 

  ア 市民メセナ基金を活用する事業を通した情報発信、認知度向上 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化ボランティア（市民メ

セナ活動支援） 

【文化・生涯学習課】 

市民メセナ活動の一

環として文化ボランテ

ィアを募集し、活動を

支援 

文化ボランティア登録者：21

名（新規登録者2名、退会者な

し、前年比2名増） 

ボランティアへの活動要請 8

回、延べ43人従事 

 

文化ボランティア登録者：21

名（新規登録者3名、退会者3

名、増減なし） 

ボランティアへの活動要請：1

回、延べ3人従事 

 

ボランティア活動時に、主

催者と来場者に市民メセ

ナについてPRし、基金へ

の寄附を募ることで認知

度の向上を図ることがで

きた。 

１事業で6,583円の寄附

があった。 

 

B 

 

ボランティアが活動し

た１事業の出演者・鑑

賞者から寄附があっ

たことは、成果と考え

ている。 

あ～とふるマイタウン（芸

術家等派遣事業） 

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

芸術家等を公民館や

学校等の身近な施設

に派遣 

※令和２年度より伝統

芸能分野も文化財団

に移管し、「かすがい

どこでもアート・ドア」

事業で実施。 

実施プログラム5、実施回数 

12回（前年度比9回減） 

なし 

（わ～く書っぷ（書家派遣事

業）に移行したため） 

― ― 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

かすがいどこでもアート・

ドア（アウトリーチ事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

学校や保育園、福祉

施設などにアーティス

トを派遣し、特別授業

やコンサートを実施 

※「あ～とふるマイタ

ウン事業」のうち、音

楽・伝統芸能分野に

ついて、段階的に市よ

り移管した。 

派遣アーティスト7組19名、実

施回数15回（前年度比3回

増） 

 

派遣アーティスト12組35名、

実施回数11回（前年度比4回

減） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、12回中止。 

事業実施時に、参加者に

市民メセナについてPR

し、基金への寄附を募る

ことで認知度の向上を図

ることができた。 

6事業で43,667円の寄

附があった。 

 

A 

 

6事業の鑑賞者から

寄附があったことは、

大きな成果と考えて

いる。 

 

イ 市民メセナ基金の運用方法の検討 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

市民メセナ基金積立 

【文化・生涯学習課】 

市民や企業等からの

寄附金の受け皿とな

るとともに、マッチング

ギフト方式を採り入

れ、市が寄附と同額を

積み立て 

文化ボランティア活動、かすが

いどこでもアート・ドア等に拠出。 

○寄附2,131,152円 

○マッチングギフト（市負担） 

231,152円 ○利子817円 

前年度末基金現在高 

7,649,283円 

今年度積立額 

2,363,121円 

今年度取崩額 

612,966円 

・かすがいどこでもアート・ドア

に拠出。 

○寄附50,250円 

○マッチングギフト（市負担） 

50,250円 ○利子767円 

前年度末基金現在高 

9,399,438円 

今年度積立額 

101,267円 

今年度取崩額 

450,000円 

積極的なPRの結果、市

民メセナ基金を拠出して

いる２事業への参加者か

ら合計50,250円の寄附

があった。 

 

B 

 

積極的なPRの結果、

市民から寄附を得る

ことができたことは、

成果と考えている。 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2018年度 2019年度 2020年度 

文化ボランティアの登録者数 ２３人 ２５人 ２８人 19人 21人 21人 

 

＜ 参考 ＞ 

基準値 実績値 

2016年度 2018年度 2019年度 2020年度 

文化財団サポーター（フロントスタッフ及びFORUM 

PRESSレポーター）の登録者数 

53人 57人 50人 49人 

 

 

 

 

 

評価指標に基づく実績 
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事業の評価 特記事項 

A 

B 

C 

D 

E 

計画以上の成果が得られた 

概ね計画どおりの成果が得られた 

成果が得られた事業が多かった 

成果が得られた事業は少なかった 

成果は得られなかった 

新型コロナウイルス感染症の影響下で、ボランティア活動を継続することは大変難しい状況であった。そ

うした中でも、文化ボランティアについて、新規登録者がある点は評価できる。 

感染症が治まった後、どのようにボランティア活動を再開していくのか、予め検討しておき、今後市民の

文化活動を支える取り組みが広がることが望まれる。 

市民メセナ基金活用事業において、寄附を募るためのPRが強化され、事業の参加者から寄附があった

点は評価できる。 

今後も、市民メセナ基金について、永続的な運用ができるよう、理解を広める活動の継続が重要であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

施策ごとの評価 



56 

 

施策⑤ 文化が育つ拠点施設の充実 

 

 

（１）文化活動の魅力を引き出す施設運営 

  ア より幅広い利用形態に対応する文化施設運営 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化フォーラム春日井、

市民会館貸館 

【かすがい市民文化財

団】 

文化フォーラム春日井

諸室及び市民会館施

設の貸出 

・文化フォーラム春日井：

1,554件、113,197人（前年

度比4件減、11,876人減） 

（内訳：ギャラリー39件 4,113

人、視聴覚ホール265件

26,727人、会議室327件

8,609人、文化活動室258件

5,711人、和室135件1,177

人、交流アトリウム530件

20,692人、その他16,168人） 

・市民会館：181件99,669人

（前年度比48件増、13,010

人増） 

・文化フォーラム春日井：774

件、37,209人（前年度比780

件減、75,988人減） 

（内訳：ギャラリー22件 

15,207人、視聴覚ホール68件

5,064人、会議室225件3,953

人、文化活動室182件2,533

人、和室14件56人、交流アトリ

ウム263件5,992人、その他

4,404人） 

・市民会館：101件21,036人

（前年度比80件減、78,633

人増） 

両施設とも、利用者アン

ケートでの利用満足度は

高く、市民にとって使いや

すい施設を提供すること

ができた。 

※新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、貸

館を休止した期間があ

り、また利用を自粛する事

例も多かったため、利用

者は激減した。 

 

B 

 

新型コロナウイルス

感染症について、利

用者の安心・安全を

図るため必要な対

策を取っていく必要

がある。 

 

 

 

施策ごとの事業の成果 
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イ 施設利用者の意見に基づく運営方法の改善 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化フォーラム春日井、

市民会館貸館 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

文化フォーラム春日井

諸室及び市民会館施

設の貸出 

顧客満足度調査（大変満足を

＋３、大変不満-3と数値化して

平均値を算出） 

・文化フォーラム春日井・視聴

覚ホール2.18、ギャラリー              

2.14 

・市民会館 2.49 

利用者アンケートの裏面に、

施設利用サービスの改善点を

掲載 

①VR市民会館の導入、②市

民会館ロビーに大型モニター

設置、③ギャラリーの使いや

すさ向上（ワイヤー収納棚設

置、西日対策用ロールカーテ

ンの設置など） 

 顧客満足度調査（大変満足を

＋３、大変不満-3と数値化して

平均値を算出） 

・文化フォーラム春日井・視聴

覚ホール2.50、ギャラリー              

2.37 

・市民会館 2.43 

利用者アンケートの裏面に、施

設利用サービスの改善点を掲

載 

①視聴覚ホールとギャラリーの

リニューアル、②視聴覚ホール

とギャラリー利用者向けの

LANサービス開始、③市民会

館にプロジェクター導入（有

料）、④デジタルサイネージの

導入ほか 

両施設とも、利用者アン

ケートでの利用満足度は

高く、市民にとって使いや

すい施設を提供すること

ができた。 

改善点を明示すること

で、利用者の理解を深め

ることができた。 

 

B 
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（２）文化施設の整備 

  ア 東部市民センター施設の活用 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

東部市民センター貸館 

【東部市民センター】 

ホールや公民館、集会

室施設の貸出 

東部市民センター2,920件、 

73,238人 

内訳 ： 集会室 1,149 件

23,858人（前年度比489件

増、6,571人増）、公民館

1,611件21,074人（前年度

比151件増、1,326人増）、ホ

ール160件28,306人（前年

度比28件減、6,854人減） 

東部市民センター2,226件、 

36,449人 

内訳 ： 集会室 1,094 件

16,341人（前年度比55件

減、7,517人減）、公民館

1,041件11,455人（前年度

比570件減、9,619人減）、

ホール91件8,653人（前年

度比69件減、19,653人減） 

新型コロナウイルス感染

症の影響下で、施設の貸

館を休止する期間もあっ

たが、地域住民の日常生

活に寄り添った、東部地

区の拠点の生涯学習施

設として、地域住民に活

動の場を提供することが

できた。 

 

B 
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イ 安全、快適に利用できる文化施設の整備、管理 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化フォーラム春日井、

市民会館貸館 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

文化フォーラム春日井

及び市民会館の改

修・修繕等を実施 

・文化フォーラム春日井：非常 

用発電機部品取替修繕、中央 

監視装置更新工事ほか 

・市民会館：動力分電盤改修工 

事ほか 

・文化フォーラム春日井：視聴

覚ホールのイス改修工事、視

聴覚ホール及び交流アトリウム

の舞台機構、舞台照明の改修

工事。館内照明のLED化。排煙

窓開閉装置取替修繕、非常照

明等直流電源装置取替修繕ほ

か 

・市民会館：受変電装置部品更

新工事、給水管修繕ほか 

経年劣化に対応するた

め、修繕・改修工事を実

施し、施設利用者の安全

性・快適性を高めること

ができた。 

公共施設個別施設計画

に基づき、計画的な整備・

管理を行うための基盤を

整備することができた。 

 

B 

 

 

道風記念館 

【道風記念館】 

道風記念館の修繕等

を実施 

・屋上防水工事 

・耐震診断を実施 

・外壁改修工事 

・内部壁紙貼替修繕 

・館内照明のLED化 

・消防用設備取替修繕 

・放送設備取替修繕 

経年劣化に対応するた

め、修繕・改修工事を実

施し、施設利用者の安全

性・快適性を高めること

ができた。 

公共施設個別施設計画

に基づき、計画的な整備・

管理を行うための基盤を

整備することができた。 

  

B 
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ウ 文化財関連施設等の保守、管理 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化財の保護・調査 

【文化財課】 

史跡等文化財の地元

保存団体等への清掃

業務委託 

文化財説明看板の保

守・管理 

 

・二子山古墳始め史跡等清掃

業務委託 ９団体 

・文化財説明看板設置・修繕 

３件 

・二子山古墳始め史跡等清掃

業務委託 ９団体 

・文化財説明看板設置・修繕 

３件 

地元保存団体や民間業

者に清掃等を委託して史

跡等文化財の適切な管

理・保管状況を維持する

ことができた。 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2018年度 2019年度 2020年度 

市の文化施設が充実していると考える人の割合 ２８．８％ ３０．０％ ３５．０％ 
2021年度に

測定 

2021年度に

測定 

2021年度に

測定 

 

 

 

 

 

 

 

評価指標に基づく実績 
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事業の評価 特記事項 

A 

B 

C 

D 

E 

計画以上の成果が得られた 

概ね計画どおりの成果が得られた 

成果が得られた事業が多かった 

成果が得られた事業は少なかった 

成果は得られなかった 

文化フォーラム春日井、市民会館とも、利用者アンケートからみると利用満足度は高く、評価できる。 

新型コロナウイルス感染症の影響下で、安心・安全に施設を利用していただくため、物理的な環境を整

え、利用者への啓発を継続していく必要がある。 

 文化財は、概ね適切な管理・保管状況が保たれており、評価できる。引き続き継続的な取組みが必要

である。 

 

 

 

 

 

 

施策ごとの評価 
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基本目標２  特色ある「春日井文化」の継承・創造 

施策⑥ 特色ある文化の推進 

 

 

（１）「書のまち春日井」の推進 

  ア 書の魅力を紹介する文化事業の充実 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

小野道風公奉賛全国書

道展覧会（道風展） 

【文化・生涯学習課（運営

委員会に事業委託<事務

局：かすがい市民文化財

団>）】 

《再掲》 

書作品を全国から公

募し、春日井市で生ま

れたと伝えられる小野

道風の偉業を顕彰す

るとともに、展覧会を

開催 

 

第71回展10月27日（日）～ 

11月４日（月・休） 

出品数：一般部289点、学生部

（高校生以下）5,630点、計

5,919点（前年度比402点

減）、鑑賞者：4,195人（前年

度比882人減）、新たにインタ

ーネット上でVR展を実施：

1,037アクセス 

会場：名古屋展（愛知県美術

館ギャラリー）を廃止 、春日井

駅（学生半紙の部特別賞受賞

作品）<新規> 

出品資格・出品料：変更なし 

第72回展10月25日（日）～ 

11月３日（火・休） 

出品数：一般部336点、学生部

（高校生以下）5,735点、計

6,071点（前年度比152点

増）、鑑賞者：5,908人（前年

度比1,713人増） 、 VR展

1,862アクセス（前年度比

825アクセス増） 

会場：文化フォーラム春日井・

交流アトリウムを追加 、春日井

駅（学生半紙の部特別賞受賞

作品）<継続> 

出品資格・出品料：変更なし 

書に力を入れている全国

の高校に出品を依頼する

など「書のまち春日井」を

全国発信するとともに、高

いレベルの作品が数多く

寄せられ、書道文化の振

興を図ることができた。 

前年度から実施している

ＶＲ展により、外出自粛す

る鑑賞者に鑑賞機会を提

供することができた。 

春日井駅での展示も大

変好評であった。 

 

Ｂ 

 

出品数が減少傾向に

あるため、新規出品

者を呼込む方策を引

き続き検討し、実施し

ていく必要と考えてい

る。 

施策ごとの事業の成果 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

道風記念館展示 

【道風記念館】 

《再掲》 

小野道風の偉業を顕

彰し後世に伝えるとと

もに、書専門の美術館

として、様々な展覧会

を開催 

年間観覧者数7,467人（前年

比1,185人減） 

特別展「川谷尚亭の書」729

人（前年度比240人増） 

企画展「黒野清宇の書」 

1,167人（前年度比216人

減） 

企画展「おののとうふう～小野

一族のひみつ～」1,045人

（前年度比429人減） 

館蔵品展 

「近現代の書」985人 

「書の魅力」3,044人 

「読んで味わう書の世界」324人 

年間観覧者数7,467人（前年

比1,185人減） 

年間観覧者数4,959人（前年

比2,508人減） 

特別展「王朝文学と古筆切」

503人（前年度比226人減） 

企画展「龍門造像記」 

1,412人（前年度比245人

増） 

企画展「おののとうふう～和様

の書のうつりかわり～」700人

（前年度比345人減） 

館蔵品展 

「つづけ書きの妙」273人 

「書の魅力」2,029人 

年間観覧者数4,959人（前年

比2,508人減） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため休館あり。ま

た、当初の会期や内容を一部

変更して展覧会を開催した。 

書を専門とし、毎回異なっ

たテーマを設け、全ての

展示を自主企画し、専門

家から高評価を得る質の

高い展覧会を開催するこ

とができた。 

※新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、展

示品解説動画を配信し、

外出を自粛する鑑賞者や

実施できなくなった講演

会の代替機会を提供する

ことができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症拡大防止のた

め、一時休館すること

になったため、急きょ

作品所蔵者等と調整

し、年間計画を一部

変更することで、鑑賞

機会の提供に努め

た。 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

道風の書臨書作品展 

【道風記念館】 

《再掲》 

三跡（小野道風、藤原

佐理、藤原行成）の書

を課題とし、臨書作品

を全国から公募 

開館以来継続して展

覧会を開催 

 

第38回展 １月10日（金）～

19日（日） 

出品数 一般部/屏風土代 

255点、伊予切282点 

高校生の部 屏風土代2,766

点、本阿弥切245点 合計

3,548点（前年比106点減） 

鑑賞者:３４８人（前年比８人

減） 

会場：変更なし 

出品資格・出品料：変更なし 

第39回展１月９日（土）～17

日（日） 

出品数：一般部/白氏詩巻 

257点、継色紙294点 

高校生の部/玉泉帖2,588点、

小島切119点、合計3,258点

（前年比290点減） 

鑑賞者:588人（前年比240人

増） 

会場：変更なし 

出品資格・出品料：変更なし 

小野道風を始めとした三

跡の和様の書を学び、鑑

賞する機会を提供するこ

とで、小野道風の顕彰を

行うことができた。 

全国各地から応募があ

り、広く「書のまち春日

井」を発信することがで

きた。 

 

Ｂ 

 

 

県下児童生徒席上揮毫

大会 

【小野道風公遺徳顕彰会

（事務局：小野小学校）】 

昭和11年（1936）に

始まった揮毫大会 

用紙が２枚だけ配布さ

れ、制限時間25分間

で行われる 

「用意、ドン」と始まる

ため「小野の競書会」

とも呼ばれている 

 

第84回大会  10月26日

（土）、会場 小野小学校 

参加者 782人、91校（前年度

比1人減、1校増） 

参加資格：各校１学年２人まで

表彰式・作品展 11月30日

（土）、小野小学校体育館 

優秀作品展示 12月20日

（水）～1月5日（日）、道風記

念館 

運営は前年度と同じ 

第85回大会 

参加者 402人、88校（前年度

比1人減、3校減） 

参加資格：各校１学年１人まで 

優秀作品展示 12月18日

（金）～1月5日（火）、道風記

念館 

運営は前年度と同じ 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、席上揮毫は

取りやめ、郵送で作品を受付。

その他、作品展と表彰式は実

施しないこととした。 

新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、始め

て席上揮毫形式ではな

く、郵送で作品受付して

実施した。 

春日井市内だけではな

く、愛知県内の多くの学

校から出品があり、小中

学生に作品を制作する機

会を提供するとともに、小

野道風の顕彰を行うこと

ができた。 

 

B 
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イ 書を通じた自治体間交流の推進 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

道風記念館展示 

【道風記念館】 

《再掲》 

小野道風の偉業を顕

彰し後世に伝えるとと

もに、書専門の美術館

として、様々な展覧会

を開催 

特別展「川谷尚亭」では、高知

県安芸市在住の所蔵者等に協

力を仰ぎ、展覧会の企画を立

案した。 

自治体間交流にあたる展覧会

の開催はなかった。 

新型コロナウイルス感染

症の影響下では、自治体

の交流は困難である。 

 

D 

 

 

ウ 春日井まつり等の市民交流事業での書の魅力の発信 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

春日井まつり 

【市民活動推進課】 

市庁舎周辺で、小野

道風に因んだ書道パ

フォーマンスなど春日

井の特色ある催しを

実施 

参加者11,000人（600団

体）、観覧者200,900人 

・「Kasugai ザ 道風」（書道 

パフォーマンス） 

・「道風平安朝行列」（小野道 

風を中心とした雅な雰囲気の 

行列）などが参加するパレード 

・道風くんコーナー（水書道体 

験コーナー、道風くんグッズ販 

売） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

― ― 
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エ パンフレット等による「書のまち春日井」の発信 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

「書のまち春日井」発信

【文化・生涯学習課】 

「書のまち春日井」PR

パンフレットを作成・配

布 

「書のまち春日井」PRパンフレ

ット（子ども向け）作成 

①中学年向け「書のまち春日

井と小野道風」：A４、8ページ 

②高学年向け「調べてみよう！

小野道風」：A４、16ページ  

小学校教員に協力を仰ぎ、小

学校の書道科授業で活用でき

る内容とした 

「書のまち春日井」PRパンフレ

ット（①一般向け、②小学校中

学年向け「書のまち春日井と

小野道風」、③小学校高学年

向け「調べてみよう！小野道

風」）を増刷・配布 

「書のまち春日井」や「小

野道風」について分かり

やすくまとめたパンフレッ

トを作成し、小学校の書

道科の授業向けに継続し

て配布することで、「書の

まち春日井」や「小野道

風」への理解を広げるこ

とができた。 

 

B 
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オ マスコットキャラクターの活用 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

「書のまち春日井」発信

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

商標、着ぐるみの貸し

出し、グッズの制作・

販売等を実施 

「ゆるキャラグランプ

リ」にエントリーし、市

内外にPR 

・Ｊリーグ公式戦に合わせて開

催された自治体ＰＲイベントに

出演 

・VR道風展に出演 

・商標の貸出（印刷物等への

道風くんイラスト使用許可） 

39件 

・着ぐるみ貸出（町内会等や一

般企業へ無料貸出） 81件 

・道風くんグッズ販売 

道風記念館や市役所等公共

施設、春日井市観光コンベン

ション協会（JR春日井駅Ｌｉｒｉｃ

ｋ）、市内書店、勝川駅前商店

街 

・春日井まつりや市民納涼まつ

りで市内保育園園児と道風く

んが「道風くんのテーマソン

グ」ダンス披露 

・VR道風展に出演 

・商標の貸出（印刷物等への

道風くんイラスト使用許可） 

50件 

・着ぐるみ貸出（町内会等や一

般企業へ無料貸出） 19件 

・道風くんグッズ販売 

道風くんエコバッグを新たに

作成し、道風記念館や市役所

等公共施設、春日井市観光コ

ンベンション協会（JR春日井

駅Ｌｉｒｉｃｋ）、市内書店、勝川駅

前商店街内商店等で販売 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、春日井まつ

りや市民納涼まつりなどへの

参加は取り止めた。 

マスコットキャラクター

「道風くん」を活用するこ

とで、「書のまち春日井」

について分かりやすく幅

広い世代にPRすることが

できた。 

 

 

B 
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カ 書を気軽に楽しむ講座、講演会等の開催 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

道風記念館講座 

【道風記念館】 

《再掲》 

書の鑑賞の手助けと

なり、書への関心と深

める講座を開催 

特別展等にあわせて

講演会やギャラリート

ークを開催 

臨書講座「篆書・隷書の臨書」

（全6回） 受講者57人 

特別展「川谷尚亭」 

講演会 1回、ギャラリートーク

１回、初心者向け展示品解説 

1回 

企画展「黒野清宇の書」 ギャ

ラリートーク １回 

館蔵品展「近現代の書」 学芸

員による展示品解説 ４回 

館蔵品展「書の魅力」 学芸員

による展示品解説 ４回 

館蔵品展「読んで味わう書の

世界」 学芸員による展示品解

説 ２回（※新型コロナウイル

ス感染症拡大防止のため一部

中止） 

臨書講座「三色紙を書く」（全

４回）44人（前年度比13人

減） 

特別展「王朝文学と古筆切」解

説講座（全４回）41人 

企画展「龍門造像記」に合わ

せた講演会に代わり、展示品

解説動画を配信。 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、展覧会に合

わせた講演会や学芸員による

展示品解説等、及び初心者向

けの臨書講座は実施しなかっ

た。 

書への関心を深める機会

を提供することができた。 

 

B 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

公民館・ふれあいセンタ

ー講座 

【各公民館、各ふれあいセ

ンター】 

公民館、ふれあいセン

ターで講座を開催 

 

中央公民館 １講座（全８回）

受講者20人、１講座（全４回）

受講者16人 

知多公民館 １講座（全８回）

受講者14人、１講座（全3回）

受講者19人 

坂下公民館 1講座（全2回）

受講者14人 

東部公民館 １講座（全６回）

受講者20人 

南部ふれあいセンター 1講座

（全8回）受講者30人 

中央公民館 １講座（全８回）

受講者19人、１講座（全４回）

受講者13人 

鷹来公民館 1講座（全2回）

受講者15人 

東部公民館 １講座（全８回）

受講者９人 

味美ふれあいセンター 1講座

（全２回）受講者４人 

南部ふれあいセンター 1講座

（全8回）受講者７人 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、４講座（全8

回、全５回、全４回、全２回）中

止。 

地域に身近な施設で書

への関心を深める機会を

提供することができた。 

 

B 
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（２）自分史のまちづくりの推進 

  ア 自分史の魅力を紹介する文化事業の充実 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自分史事業 

【かすがい市民文化財

団】 

 

「日本自分史センタ

ー」を拠点に、自分史

相談、自分史講座、公

募自分史事業などを

実施 

「演劇×自分史プロジェクト」 

（平成29年度～令和２年度） 

市民向けワークショップ  

21回 25名・延べ554人参加 

※ワークショップ成果披露公演 

（有料）は新型コロナウイルス 

感染症拡大防止のため、中止 

・自分史相談 毎週火・金曜日 

午後、相談無料 

・自分史講座 エッセイ講座 

（全10回） 受講者19人 

・「演劇×自分史プロジェクト」 

（平成29年度～令和２年度） 

第3弾公演を公文協シアター

アーカイブス事業を活用し、動

画をインターネット公開 

・自分史PRイベント 古関裕而

コンサートに合わせ、自分史サ

ークルに協力を依頼し、演奏曲

目にまつわる自分史作品集を

制作し、来場者に配付 

・自分史相談 毎週火曜日午後、 

相談無料（一部休止） 

自分史と演劇のコラボレ

ーションにより、これまで

自分史を知らなかった層

にもＰＲする機会を創出す

ることができた。 

コンサートで、自分史サ

ークルメンバーが書いた

自分史作品集を配布する

ことで、幅広い市民に自

分史をPRし、団体の活動

を知ってもらう機会を提

供することができた。 

 

Ｂ 

 

幅広い層に自分史を

ＰRすることができた

のは、成果と考えてい

る。 

   

 イ 自分史の活動を行う団体等の支援 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化フォーラム春日井、

市民会館管理 

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

定期的に活動してい

る自分史サークルに

対し、活動認定を行

い、施設使用料を減

免 

自分史サークル7団体を自分

史活動団体として認定（受付

期間前の施設予約、施設の減

免利用、印刷機等の無償利用

を認めている。） 

自分史サークル６団体を自分

史活動団体として認定（受付

期間前の施設予約、施設の減

免利用、印刷機等の無償利用

を認めている。） 

自分史サークルが継続的

に活動できるよう、施設

利用の面で活動を支援

することができた。 

 

Ｂ 

 



71 

 

ウ 全国からの自分史作品の収集、公募 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自分史事業 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

「日本自分史センタ

ー」を拠点に、自分史

相談、自分史講座、公

募自分史事業などを

実施 

・自分史センターへの作品寄

贈 71タイトル 

・蔵書8,191タイトル 書籍の

貸出 80冊 

・蔵書を整理し、文化情報プラ

ザの書架を充実させた 

・第17回掌編自分史全国公募

「恋した わたし」では、演劇×

自分史との事業連携させた。 

応募作品 210作品（前年度

比56作品増）、優秀作品を掲

載した作品集を刊行 

・自分史センターへの作品寄

贈 107タイトル 

・蔵書8,298タイトル 書籍の

貸出 49冊 

・蔵書を整理し、文化情報プラ

ザの書架を充実させた 

・第18回掌編自分史全国公募

「おくりもの」では、新型コロナ

ウイルス感染症の影響下、自由

に人と会えない中「相手」を想

う自分史を公募した。 応募作

品 202作品（前年度比８作品

減）、優秀作品を掲載した作品

集を刊行 

自治体設置の自分史専

門図書館としては、全国

唯一の施設として、自分

史作品の収集を進めるこ

とができた。 

また、研究目的での利用

も増えており、卒業論文・

修士論文のための問い

合わせも多く、自分史サ

ークルを紹介するなど、

自分史の普及に取り組ん

だ。 

その他、自分史作品を公

募し、作品集を刊行。より

多くの応募を目指して、テ

ーマを設定。公募に関す

る雑誌やインターネット上

でのPRに努めた結果、

前年度に近い応募作品

数となった。 

 

Ａ 

 

掌編自分史全国公募

は、テーマ設定や規

定の工夫により、９年

ぶりに応募作品数が

200点を超えた。中

高生からの応募もあ

り、大きな成果があっ

たと考えている。 
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エ インターネット等を活用した日本自分史センターの事業展開 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自分史事業 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

「日本自分史センタ

ー」を拠点に、自分史

相談、自分史講座、公

募自分史事業などを

実施 

・自分史センターへの寄贈され

た作品リストを文化財団ホーム

ページに掲載 

・第17回掌編自分史全国公募

「恋した わたし」 応募作品

210作品、優秀作品35点を掲

載した作品集を刊行。メール応

募を積極的にＰＲし、応募規定

を変更するなど、より多くの方

に気軽に応募してもらうよう工

夫した結果、中高生など若い

世代からの応募が増加した。 

・自分史センターへの寄贈され

た作品リストを文化財団ホーム

ページに掲載 

・第18回掌編自分史全国公募

「おくりもの」 応募作品202作

品、優秀作品37点を掲載した

作品集を刊行。インターネット

上でのPRを強化するとともに、

前年度に引き続きメール応募

を呼びかけるなど、より多くの

方に気軽に応募してもらうよう

工夫した結果、多くの作品が寄

せられた。 

市民に限らず遠方の居住

者にも日本自分史センタ

ーの自分史事業の情報

を発信し、全国的に認知

度の向上を図ることがで

きた。 

 

B 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 ２０１８年度 ２０１9年度 ２０20年度 

小野道風公奉賛全国書道展覧会（道風展）への応募作

品数 
6,458点 6,700点 7,100点 6,321点 5,919点 6,071点 

自分史講座の受講者数 53人 60人 70人 36人 19人 ０人（実施できず） 

 

＜ 参考 ＞ 
基準値 実績値 

2016年度 2018年度 2019年度 2020年度 

小野道風公奉賛全国書道展覧会（道風展）の鑑賞者数 

（うちＶＲ展のアクセス数） 

5,778人 

（未実施） 

5,017人 

（未実施） 

5,232人 

（1,037アクセス） 

7,775人 

（1,867アクセス） 

自分史事業（自分史センター利用、公募自分史出品、自分史

講座、演劇×自分史プロジェクト）への参加者数 

631人 1,326人 1,258人 430人 

 

 

 

評価指標に基づく実績 
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事業の評価 特記事項 

A 

B 

C 

D 

E 

計画以上の成果が得られた 

概ね計画どおりの成果が得られた 

成果が得られた事業が多かった 

成果が得られた事業は少なかった 

成果は得られなかった 

書と自分史は春日井市が文化振興施策の柱としている取り組みであり、引き続きその魅力を広く発信し

ていくことが望まれる。 

  書については、初心者や子ども達を対象とした取り組みが継続されており、評価できる。 

一方、道風記念館の年間観覧者数は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一時休館したこと

もあり大きく減少した。令和３年度には開館40周年を迎えることもあり、新たな来館者を呼び込む方策を

検討する必要がある。 

また、「書のまち春日井」を広めていくためには、道風記念館を核とした事業展開を継続するとともに、

市内の様々な施設でも書について学び体験する機会を提供し、市外から訪れた人々に「書」や「小野道

風」について知ってもらう機会を創出するなど、幅広い展開が引き続きの課題である。 

 

 

 

 

 

施策ごとの評価 



75 

 

施策⑦ 文化財・伝統文化の保存・継承・活用 

 

 

（１）文化財の保護・活用 

  ア 歴史的文化財の調査研究の推進と保護、保存 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化財の保護・調査 

【文化財課】 

《再掲》 

指定文化財所有者等

に対する各種補助金

の交付、文化財の適

切な管理 

遺跡の発掘調査、出

土遺物や民俗資料の

調査・整理 

・「内々神社社殿補修」「玉野

山車附からくり（からくり人形

衣裳復元）」補助など15件 

・文化財防火デーに合わせ、市

内各所に保存・保管されている

指定文化財の防火査察を実施 

（防火訓練は雨天により中止） 

・桜佐上五反田遺跡・熊野西田

面遺跡ほか発掘調査 

・熊野桜佐・西部第一・第二土

地区画整理事業地内試掘調査 

・市内遺跡調査概要報告刊行 

・「神領第1号墳」発掘調査報

告書刊行 

・民俗資料紙台帳のデジタル

化 

・「小木田棒の手（風切り購

入）」補助など11件 

・文化財防火デーに合わせ実

施する防火訓練及び指定文化

財の防火巡視は新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のため

中止 

・熊野西田面遺跡・勝川遺跡ほ

か発掘調査 

・西部第一・第二土地区画整理

事業地内試掘調査 

・市内遺跡調査概要報告書刊

行 

・白山小学校に収蔵している民

俗資料の再整理 

指定文化財所有者等と

連携し、有効に補助金が

交付され、文化財の適切

な管理・保管状況を維持

することができた。 

発掘調査や民俗・考古資

料の整理を実施し、報告

書等を刊行することで文

化財の記録・保存を進め

ることができた。 

 

B 

 

 

 

施策ごとの事業の成果 
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イ 文化財を活用した伝統文化の発信事業の開催 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

春日井まつり 

【市民活動推進課】 

市庁舎周辺で、小野

道風に因んだ書道パ

フォーマンスなど春日

井の特色ある催しを

実施 

・パレードに「道風平安朝行

列」、「棒の手」（出川町・小木

田・神屋町・大留下棒の手保存

会）、玉野郷土芸能保存会）、

「神楽・流鏑馬装束行列」（伊多

波刀神社道行神楽・伊多波刀神

社奉納流鏑馬保存会）、神楽

（六軒屋郷土芸能保存会）が参

加 

・ステージで神楽（松本・両社

宮・大留下・伊多波刀神社道行・

坂下町・関田・気噴南神楽保存

会、六軒屋郷土芸能保存会）が

演技披露 

・市役所庁舎正面玄関入口付近

で「棒の手」（小木田、出川町、

大留下保存会、玉野郷土芸能保

存会）が演舞披露 

・中央公園に「流鏑馬体験コー

ナー」（伊多波刀神社奉納流鏑

馬保存会）設置 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

― ― 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化財の活用 

【文化財課】 

市民が文化財に親し

む機会として、内津文

化財祭やハニワまつ

りなどの啓発イベント

を開催 

・内津文化財祭 会場：内々神

社 参加者800人（前年度比

200人減） 

・ハニワまつり 会場：二子山公

園 参加者9,200人（前年度

比200人増） 

・「下街道ガイドマップ」改訂 

・「文化財ガイド」のデジタル

パンフレット作成・インターネッ

ト配信 

・「春日井古墳散策マップ」作

成 

・「下街道ガイドマップ」 

のデジタルパンフレット作成・イ

ンターネット配信 

・収蔵品展「ひなまつり」をVR

によりインターネット上に公開 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、内津文化財

祭とハニワまつりは中止。 

デジタルパンフレットの配

信や収蔵品展のVR公開

など、デジタル技術を活

用し文化財情報の発信を

することができた。 

 

Ｂ 
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ウ 文化財、民俗資料等に関する展示の充実 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化財の活用 

【文化財課】 

《再掲》 

市民が文化財に親し

む機会として、企画展

示等を実施し、展示内

容に合わせた講座等

を開催 

・中央公民館内 民俗考古展示

室 来場者5,543人（前年度

比614人減）  

※3月は新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため閉館 

・「娯楽～昭和編～」「狩りから

稲作へ、の歴史」など企画展示

を5回開催 

・古代史講座（全3回）、191人 

・親子体験教室 6回開催 参

加者233人（前年度比44人

増） 

・南東山古墳出土遺物を再整

理し、企画展示・パンフレット作

成・特別講座（全3回、272人

受講）実施 

・中央公民館内 民俗考古展示

室 来場者1,655人（前年度

比3,888人減）  

・「須恵器が、埴輪に、御旅所

古墳」「ひなまつり」など企画

展示を４回開催 

・古代史講座（全3回）、144人 

・親子体験教室 ２回開催 参

加者40人（前年度比193人

減） 

・御旅所古墳出土遺物を再整

理し、企画展示・パンフレット作

成・特別講座（全3回、152人

受講）実施 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、一時公開休

止し、企画展１回、親子体験教

室４回中止。 

企画展示に合わせた親

子体験教室や講座を開

催することで展示に対す

る理解を深めることがで

きた。 

 

B 
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エ 文化財ボランティアの活動の推進 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

文化財ボランティアの育

成 

【文化財課】 

貴重な文化財や歴史

及び伝統文化を次世

代に伝え、文化財保護

を啓発する文化財ボ

ランティアを育成 

・会員数 44人  

・ステップアップ研修 4回開催 

受講者122人 

※第5回は新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため中止。 

・養成講座 全2回（4回連続講

座）計８人が受講し、６人が文

化財ボランティアの会に加入 

小学3年生の社会科校外学習

対応として、民俗展示室等の説

明、市民向けに内々神社等で

の文化財ガイドに従事 

・ボランティア協働事業 ワーク

ショップ「勾玉をつくろう」「昔

のくらし☆探検隊」に加え、「し

め縄をつくろう」を令和元年度

より実施 

・ボランティア自主事業「文化

財探訪ウォーキング」開催 

・会員数 40人  

・ステップアップ研修 1回開催 

受講者18人 

 ※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため３回中止。 

・小学3年生の社会科校外学

習対応として、民俗展示室等の

説明、市民向けに内々神社等

での文化財ガイドに従事 

・ボランティア協働事業「しめ

縄をつくろう」実施 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、養成講座、ボ

ランティア自主事業「文化財探

訪ウォーキング」は中止。協働

事業は１回中止、１回は協働を

見合わせ職員のみで対応。 

新型コロナウイルス感染

症の影響下で予定通り

の活動はできなかった

が、ステップアップ研修に

より質の向上を図ること

ができた。 

協働事業として、「しめ縄

をつくろう」を実施するこ

とができた。 

 

Ｂ 
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（２）子どもたちが伝統文化に親しむ機会の提供 

  ア 子どもたちが伝統文化に触れ、関心を高める機会の提供 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

かすがい文化フェスティ

バル 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

茶華道や和楽器など

の伝統文化や工作、

書道などを体験でき

るワークショップを開

催 

・スペシャルデイ ７月28日 

（日） 352人 

オープニングコンサート 

体験講座：茶道、華道、三味線、 

琴、大正琴、和太鼓、日本舞踊、 

和装、書道など13講座（協力： 

文化協会・美術協会 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、スペシャル

デイは中止。 

― ― 

児童館事業 

【子育て子育ち総合支援

館】 

自由に来館し親子で

楽しく遊ぶ場所を提

供するとともに、各種

講座や教室を実施 

・来館者66,491人（乳幼児

30,318人、小中高生7,301

人、大人28,872人） 

・遊びつなごう伝承遊び（将棋

教室）2回、参加者17人（小学

生対象） 

・来館者26,986人（乳幼児

13,178人、小中高生1,440

人、大人12,368人） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、遊びつなご

う伝承遊び（将棋教室）は中

止。 

― ― 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

子育て支援、子育ち支援

事業 

【交通児童遊園】 

子ども同士や親同士

の仲間作りのための

出会いの場を提供す

るため、様々な事業を

実施 

・子育ち支援事業 

将棋教室4回、小学生8人 

キッズ大会・教室 陶芸教室、

和太鼓体験教室 ほか13回、

小学生延べ131人  

・子育て支援事業 

わらべうたベビーマッサージ3 

回、和太鼓体験教室１回 

参加者33人 

（乳幼児22人、保護者11人） 

・子育ち支援事業 

キッズ大会・教室 陶芸教室ほ

か９回、小学生延べ79人  

・子育て支援事業 

子育て広場 作って遊ぼうでん

でん太鼓１回 参加者14人（乳

幼児8人、保護者6人）ほか 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、子育ち支援

事業のうち、将棋教室と和太鼓

体験教室ほか９回及び、子育

て支援事業のうち、わらべうた

ベビーマッサージほかは中止。 

小学生や乳幼児とその保

護者を対象に、将棋やわ

らべうたなど伝統的な遊

びに触れる機会を提供す

ることができた。 

 

B 

 

 

郷土芸能保存 

【文化財課】 

郷土芸能の保存団体

と児童が交流できる

環境整備 

・郷土芸能出前講座 

 坂下小学校3年生70人と小木

田棒の手保存会始め４団体が

参加 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、郷土芸能出

前講座は中止。 
― ― 
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イ 子どもたちが行う伝統芸能等の発表の場の提供 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

春日井まつり 

【市民活動推進課】 

《再掲》 

市庁舎周辺で、小野

道風に因んだ書道パ

フォーマンスなど春日

井の特色ある催しを

実施 

パレードに「道風平安朝行列」、

「棒の手」（出川町・小木田・神

屋町・大留下棒の手保存会）、

玉野郷土芸能保存会）、「神楽・

流鏑馬装束行列」（伊多波刀神

社道行神楽・伊多波刀神社奉納

流鏑馬保存会）、神楽（六軒屋

郷土芸能保存会）が参加 

・ステージで神楽（松本・両社宮・

大留下・伊多波刀神社道行・坂

下町・関田・気噴南神楽保存会、

六軒屋郷土芸能保存会）が演

技披露 

・市役所庁舎正面玄関入口付近

で「棒の手」（小木田、出川町、

大留下保存会、玉野郷土芸能保

存会）が演舞披露 

・中央公園に「流鏑馬体験コー 

ナー」（伊多波刀神社奉納流

鏑馬保存会）設置 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

― ― 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2018年度 ２０19年度 ２０20年度 

民俗考古展示室の観覧者数 7,130人 7,500人 8,000人 6,157人 5,543人 1,655人 

 

＜ 参考 ＞ 
基準値 実績値 

2016年度 2018年度 2019年度 2020年度 

講座等（親子体験教室、古代史講座、特別講座）への参加者

数 

672人 713人 696人 336人 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価指標に基づく実績 
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事業の評価 特記事項 

A 

B 

C 

D 

E 

計画以上の成果が得られた 

概ね計画どおりの成果が得られた 

成果が得られた事業が多かった 

成果が得られた事業は少なかった 

成果は得られなかった 

新型コロナウイルス感染症の影響で、民俗芸能や伝統文化の保存・継承についての活動にも大きな支

障があったと思われる。そういったなかで、若い世代を担い手として民俗芸能や伝統芸能を保存・継承し

ていく取り組みがなされている点は、評価できる。 

文化財を適切に保存・管理し、後世に継承していくため、調査が継続的に行われていることは評価でき

る。今後も、調査の成果を広く市民に公開し、理解を広めるためにはどういった手法が適切か、検討してい

く必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策ごとの評価 
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基本目標３  文化を通じた連携のまちづくり 

施策⑧ 分野を超えた連携の推進 

 

 

 

（１）文化芸術と他の分野との連携 

  ア 地元大学と市、文化財団との連携の強化 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

市民第九演奏会 

【文化・生涯学習課（実行

委員会に事業委託<事務

局：中部大学>）】 

《再掲》 

合唱及び演奏を行う

市民に練習の場と発

表の場を提供し、市民

手作りの演奏会を開

催 

2019春日井市民第九演奏会 

12月８日（日） 

出演者308人（指揮者・ソリス

ト５人、交響楽団81人、合唱団

180人、賛助出演42人）（前

年度比20人減）、入場者 

839人（前年度比36人減） 

年２回の実行委員会のほか、

市、実行委員会事務局（中部

大学）、出演者（合唱団、交響

楽団）等による意見交換会を

２回（７・３月）開催。 

新型コロナウイルス感染

症が拡大する中で、当初

12月６日（日）に開催予

定であった演奏会の開催

の可否や、演奏会を開催

する場合の条件等につい

て協議するなどし、連携を

強化することができた。 

 

Ｂ 

人形劇フェスティバル 

【かすがい市民文化財

団】 

人形劇フェスティバル

実行委員会と共催し、

市内外のアマ・プロ人

形劇団が合同で公演

を実施 

 

12月1日（日）文化フォーラム

春日井・視聴覚ホールほか 

人形劇公演（有料）出演/愛知

県立大学人形劇サークルとび

ねこ、中部大学子育てすくすく

隊等10団体、鑑賞者257人 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、中止。 

― ― 

施策ごとの事業の成果 
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イ 商工会議所、商店街等と市、文化財団との連携の強化 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

「書のまち春日井」発信

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

商標、着ぐるみの貸し

出し、グッズの制作・

販売等を実施 

ゆるキャラグランプリ

にエントリーし、市内

外にPR 

・商標の貸出（商品への道風く

んイラスト無料使用許可）：市

内企業の名刺等に使用 

・着ぐるみの貸出（福祉施設や

一般企業へ無料貸出） 

・道風くんグッズ 公共施設の

ほか、春日井市観光コンベン

ション協会（JR春日井駅Ｌｉｒｉｃ

ｋ）、市内書道用品店・書店で

委託販売 

・商標の貸出（商品への道風く

んイラスト無料使用許可）：市

内企業の名刺等に使用 

・着ぐるみの貸出（福祉施設や

一般企業へ無料貸出） 

・道風くんグッズ 公共施設の

ほか、春日井市観光コンベン

ション協会（JR春日井駅Ｌｉｒｉｃ

ｋ）、市内書道用品店・書店で

委託販売 

商工会議所や民間企業

にもマスコットキャラクタ

ー「道風くん」を幅広く活

用してもらうことができ

た。 

 

Ｂ 

友の会事業 

【かすがい市民文化財

団】 

自主事業のチケット先

行発売・割引購入が

可能な有料会員制

度。市内の様々な店舗

が提携ショップとなっ

ており、会員サービス

を実施 

友の会会員（有料）828人 

提携ショップ38店舗 

提携ショップは松竹大歌舞伎・

夕涼みシネマなどの公演会場

で、関連商品の販売なども実

施 

ミュージカル「忍たま乱太郎」

に合わせ、提携ショップや商店

街に協力を仰ぎ、遠方から来

訪する観客向けにおもてなし

企画を実施 

友の会会員（有料）548人 

提携ショップ38店舗 

ミュージカル「忍たま乱太郎」

に合わせ、提携ショップや商店

街に協力を仰ぎ、遠方から来

訪する観客向けにおもてなし

企画を実施 

市内商店等と提携し、友

の会会員に各種サービス

を提供することができた。 

また、提携ショップと協力

し、来場者が市内商店の

商品を楽しむことができ

る機会を提供することが

できた。 

おもてなし企画が来場者

に大変好評と な り 、

TwitterなどのSNS上

で、高評価を受けること

ができた。 

 

B 
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ウ 企業・団体等による子どもの芸術鑑賞支援 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

自主文化事業 

（鑑賞系事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

年齢や性別、社会的

状況等に関わらず誰

もが芸術を鑑賞でき

る機会を提供 

東部市民センターで開催した

公演で地元企業の協賛によ

り、小学生以上の親子50組

100人を招待 

東部市民センターで開催した

公演で地元企業の協賛によ

り、小学生以上の親子50組

100人を招待 

地元企業の協賛により、

小学生とその保護者に芸

術鑑賞の機会を提供する

ことができた。 

 

Ｂ 

 

（２）幅広い分野での芸術文化の活用の促進 

  ア 福祉施設、病院等での文化事業の開催 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

あ～とふるマイタウン（芸

術家等派遣事業） 

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

芸術家等を公民館や

学校等の身近な施設

に派遣 

※音楽分野に加え、令

和２年度より伝統芸能

分野も文化財団に移

管し、「かすがいどこ

でもアート・ドア」事業

で実施。 

実施プログラム5、実施回数  

12回（前年度比9回減） 

＜内訳＞ 

書（篆刻を含む）：３プログラム 

6回（前年度比3回増） 

伝統芸能（落語・日本舞踊）：２

プログラム６回（増減なし） 

なし 

（わ～く書っぷ（書家派遣事

業）に移行したため） 

― ― 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

かすがいどこでもアート・

ドア（アウトリーチ事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

学校や保育園、福祉

施設などにアーティス

トを派遣し、特別授業

やコンサートを実施 

※「あ～とふるマイタ

ウン事業」のうち、音

楽分野について、令和

２年度より市より移管

を受けた。 

派遣アーティスト7組19名、実

施回数15回（前年度比3回

増） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線２回、②サク

ソフォン・打楽器3回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ2回、④

クラリネット・サクソフォン・ピ

アノ2回、⑤マリンバ・パーカ

ッション・ピアノ２回、⑥ギター

2回）、ダンス２回 

派遣アーティスト13組28名、

実施回数11回（前年度比4回

減） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線1回、②サク

ソフォン・打楽器1回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ1回、④

ソプラノ・ヴァイオリン・ピアノ

1回、⑤マリンバ・パーカッショ

ン・ピアノ3回、⑥ピアノ2回、

⑦ギター1回）、日本舞踊1

回、落語1回、演劇1回、美術

2回 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、12回中止。 

文化財団のミッションに

基づく普及啓発事業の柱

として実施し、幼児や高

齢者など交通手段が限ら

れる人々に芸術を間近で

感じられる機会を提供す

ることができた。 

前年度実施のなかった美

術、演劇分野でのアウトリ

ーチも実施することがで

きた。 

 

 

Ｂ 

 

市内で活動する若手

音楽家6組を派遣し

ており、アーティストの

経験値を上げること

ができた点も成果と

考えている。 
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イ 文化芸術による地域の絆づくりの推進 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

あ～とふるマイタウン（芸

術家等派遣事業） 

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

芸術家等を公民館や

学校等の身近な施設

に派遣 

※音楽分野に加え、

令和２年度より伝統芸

能分野も文化財団に

移管し、「かすがいど

こでもアート・ドア」事

業で実施。 

実施プログラム5、実施回数 

12回（前年度比9回減） 

＜内訳＞ 

書（篆刻を含む）：３プログラム 

6回（前年度比3回増） 

伝統芸能（落語・日本舞踊）：２

プログラム６回（増減なし） 

なし 

（わ～く書っぷ（書家派遣事

業）に移行したため） 

― ― 

文化財団広報誌「ＦＯＲＵ

Ｍ ＰＲＥＳＳ」 

【かすがい市民文化財

団】 

《再掲》 

自主文化事業を中心

とした芸術文化情報

及び施設に関する情

報を掲載した情報誌

を発行 

A4サイズ16ページ フルカラ

ー 隔月（年６回）10,000部  

・自主文化事業に関する情報 

・FORUM PRESSレポーター

（ボランティア）による公演感 

想記「わたしのレポート」 

・春日井に関わる人にインタビ 

ューした「あの人と、春日井と」 

・「校歌は地域をうたう」「PｉP 

ｉ提携ショップガイド」などの地

域にまつわるコンテンツ 

4回発行 

98号はA４サイズ12ページ

3,000部、99号は同6000部、

100号はA４サイズ24ページ、

8,000部、101号よりB5サイ

ズにリニューアルし、20ページ

7,000部発行。 

・FORUM PRESSレポーター

（ボランティア）による公演感

想記「わたしのレポート」や

「あの人と、春日井と」など地

域にまつわるコンテンツをリニ

ューアル後も継続して掲載。 

新型コロナウイルス感染

症の影響下で、施設や催

事での紙媒体の配布が

難しかったが、これから開

催される自主事業に関す

る情報だけではなく、記

事を読んで興味がわくよ

うな情報発信を行うこと

ができた。 

読者アンケートでも大変

好評であり、施設や文化

財団の事業についてだけ

でなく、春日井市の魅力

をPRすることができた。 

 

Ｂ 

 

新型コロナウイルス

感染症の影響で、紙

媒体の配布が難しく

なっている。 

そういった中で、リニ

ューアルすることで、

新たな方向性を探っ

ていくことができてい

ると考えている。 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2018年度 ２０19年度 ２０20年度 

大学や企業、各種団体等と市、文化財団との連携による

事業の参加者数 
1,546人 1,600人 1,700人 2420人 2,588人 277人 

 

 

事業の評価 特記事項 

A 

B 

C 

D 

E 

計画以上の成果が得られた 

概ね計画どおりの成果が得られた 

成果が得られた事業が多かった 

成果が得られた事業は少なかった 

成果は得られなかった 

新型コロナウイルス感染症の影響で、地元大学や福祉施設、教育機関との連携は大変困難であったと

思われる。 

感染症が治まった後、他分野と協力・協働し、文化芸術が生み出す効果を活かしていく取り組みがより

一層望まれるので、具体的な方策を検討していく必要がある。 

 

 

 

評価指標に基づく実績 

施策ごとの評価 
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施策⑨ 文化による地域の活性化 

 

 

（１）市民の文化交流の推進 

  ア 地域で行う祭り等の文化活動の支援 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

区・町内会等活動支援事

業 

【市民活動推進課】 

区・町内会等の自主

的・主体的に行う活動

の推進を図るために

助成金を交付 

・助成金交付：252団体、 

81,289世帯（前年度比1団体

増、1,332世帯減） 

町内会加入率 59.6％（前年

度比1.7％減） 

・自主的・主体的な活動（盆踊

り大会、秋祭りほか） 

・助成金交付：251団体、 

80,511世帯（前年度比1団体

減、778世帯減） 

町内会加入率 58.5％（前年

度比1.1％減） 

・自主的・主体的な活動（盆踊

り大会、秋祭りほか） 

継続して区・町内会等の

事業活動に対し、支援を

行うことができたが、新型

コロナウイルス感染症の

影響下で、計画通りの活

動ができない団体が多

かった。 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

施策ごとの事業の成果 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

郷土芸能保存 

【文化財課】 

《再掲》 

郷土芸能の保存団体

の活動を支援する補

助金の交付、他機関

の助成情報の提供 

・郷土芸能保存団体会員数

1,209人（前年度比43人増） 

・補助交付 30団体 

保存伝承事業29件、用具修

理・購入補助12件 

・郷土芸能保存団体会員数

1,197人（前年度比12人減） 

・補助交付 19団体 

保存伝承事業12件、用具修

理・購入補助12件 

郷土芸能保存伝承のた

めの活動や用具の修理・

購入に補助を行い、他機

関の助成情報の提供等

保存団体の活動を支援

することができたが、新

型コロナウイルス感染症

の影響下で、計画通りの

活動ができない団体も多

かった。 

 

B 
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イ 地域に身近な会場での鑑賞・交流機会の提供 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

あ～とふるマイタウン（芸

術家等派遣事業） 

【文化・生涯学習課】 

《再掲》 

芸術家等を公民館や

学校等の身近な施設

に派遣 

※音楽分野に加え、

令和２年度より伝統芸

能分野も文化財団に

移管し、「かすがいど

こでもアート・ドア」事

業で実施。 

実施プログラム5、実施回数  

12回（前年度比9回減） 

＜内訳＞ 

書（篆刻を含む）：３プログラム 

6回（前年度比3回増） 

伝統芸能（落語・日本舞踊）：２

プログラム６回（増減なし） 

なし 

（わ～く書っぷ（書家派遣事

業）に移行したため） 

― ― 

かすがいどこでもアート・

ドア（アウトリーチ事業） 

【かすがい市民文化財

団】 

学校や保育園、福祉

施設などにアーティス

トを派遣し、特別授業

やコンサートを実施 

※「あ～とふるマイタ

ウン事業」のうち、音

楽分野について、令和

２年度より市より移管

を受けた。 

派遣アーティスト7組19名、実

施回数15回（前年度比3回

増） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線２回、②サク

ソフォン・打楽器3回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ2回、④

クラリネット・サクソフォン・ピ

アノ2回、⑤マリンバ・パーカ

ッション・ピアノ２回、⑥ギター

2回）、ダンス２回 

派遣アーティスト13組28名、

実施回数11回（前年度比4回

減） 

＜内訳＞ 

音楽（①三味線1回、②サク

ソフォン・打楽器1回、③フル

ート・オーボエ・ピアノ1回、④

ソプラノ・ヴァイオリン・ピアノ

1回、⑤マリンバ・パーカッショ

ン・ピアノ3回、⑥ピアノ2回、

⑦ギター1回）、日本舞踊1

回、落語1回、演劇1回、美術

2回 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、12回中止。 

文化財団のミッションに

基づく普及啓発事業の柱

として実施し、幼児や高

齢者など交通手段が限ら

れる人々に芸術を間近で

感じられる機会を提供す

ることができた。 

前年度実施のなかった美

術、演劇分野でのアウトリ

ーチも実施することがで

きた。 

 

 

Ｂ 

 

市内で活動する若手

音楽家6組を派遣し

ており、アーティストの

経験値を上げること

ができた点も成果と

考えている。 
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ウ 生涯学習活動団体、外国人住民を含む市民団体等の交流の推進 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

生涯学習情報発信 

【文化・生涯学習課】 

公民館・ふれあいセン

ター等で定期的に活

動する団体を認定し、

生涯学習活動を支援 

・生涯学習活動団体登録数 

714団体、13,673人（前年度

比4団体減、121人減） 

（施設使用料の減免） 

・生涯学習情報サイト 生涯学

習活動団体等の情報を集約

し、インターネット上で発信 

・生涯学習活動団体登録数 

683団体、13,264人（前年度

比31団体減、409人減） 

（施設使用料の減免） 

・生涯学習情報サイト 生涯学

習活動団体等の情報を集約

し、インターネット上で発信 

市内各所の公共施設で

活動する団体を登録団体

とし、様々な団体の活動

を支援することができた。 

 

B 

 

登録数が減少してお

り、対応策の検討が

必要と考えている。 

公民館まつり・ふれあい

センター芸能発表会 

【各公民館・各ふれあいセ

ンター】 

《再掲》 

公民館・ふれあいセン

ターで活動する同好

会の成果発表会を開

催 

 

中央公民館 26団体出演・出

展、延べ参加者1,672人 

東部公民館 23団体出演・出

展、延べ参加者2,220人 

南部ふれあいセンター 延べ

参加者367人 

西部ふれあいセンター 延べ

参加者1,358人 

※知多公民館、鷹来公民館、坂

下公民館では、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため、

事業を中止した。 

知多公民館 9団体出展、延べ

参加者115人 

鷹来公民館 10団体出展、延

べ参加者68人 

坂下公民館 19団体出展、延

べ参加者312人 

※中央公民館、東部公民館、南

部・西部ふれあいセンターで

は、新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、事業を中止

した。 

地域で活動する様々な団

体に成果発表の機会を

提供するとともに、各団体

の交流を図ることができ

た。 

※新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、複

数の施設で事業を実施

することができなかった。 

 

Ｂ 

 

※開催分についての

み評価 
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事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

市民との協働促進 

【市民活動支援センター】 

ささえ愛センター市民

交流会議を開催 

ささえ愛センターまつ

りを開催 

・登録団体会議 13回 登録団

体200団体（前年度比6回減、

3団体増） 

・ささえ愛センターまつり ４月

14日（日） 主催 ささえ愛セン

ター市民交流会議、春日井市 

参加団体 64団体（外国人が

加入している団体を含む）来

場者 2,700人（市内在住外

国人を含む）（前年度比1団体

増） 

・登録団体会議 10回 登録団

体199団体（前年度比３回減、

１団体減） 

※新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため、ささえ愛セ

ンターまつりは中止。  

新型コロナウイルス感染

症の影響により、登録団体

会議が計画より減少した。

また、ささえ愛センターま

つりは中止した。 

 

― 

 

エ 市民団体への小中学校施設の開放 

事業名 概要 令和元年度の実績 令和２年度の実績 事業実施の成果 
達成度 

（自己評価） 

学校施設開放 

【文化・生涯学習課】 

地域住民の生涯学習

活動やコミュニティ活

動の推進を図るため

余裕教室を地域の団

体に開放 

・学校施設開放 

小学校３校、５団体が利用 

・松原学習センター 

８団体、2,161人が利用（前年

度比290人減） 

・学校施設開放 

小学校３校、５団体が利用 

・松原学習センター 

８団体、743人が利用（前年度

比3,142人減） 

余裕教室を活用し、地域

住民に開放し、生涯学習

活動やコミュニティ活動

を推進する機会を提供す

ることができた。 

 

B 

学校体育施設開放 

【スポーツ課】 

平日や土日の夜間に、

小中学校の体育館等

を一般に開放 

※スポーツ目的での利用を含む 

小中学校：体育館52校、利用

者273,512人 

中学校：武道場15校、利用者 

22,252人 

※スポーツ目的での利用を含む 

小中学校：体育館52校、利用

者56,662人 

中学校：武道場15校、利用者 

5,080人 

学校の利用のない時間

帯において体育館等を開

放し、地域住民の活動を

推進することができた。 

 

B 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2018年度 ２０19年度 ２０20年度 

生涯学習活動団体の会員数 14,868人 15,000人 15,000人 13,794人 13,673人 13,264人 

 

 

 

 

事業の評価 特記事項 

A 

B 

C 

D 

E 

計画以上の成果が得られた 

概ね計画どおりの成果が得られた 

成果が得られた事業が多かった 

成果が得られた事業は少なかった 

成果は得られなかった 

新型コロナウイルス感染症の影響で、いずれの活動も大変困難であったと思われる。 

高齢化による後継者不足が懸念される郷土芸能等の保存については、社会的な課題が大きいが、感

染症が治まった後、どういった対策が可能か予め検討しておくことが望まれる。 

生涯学習活動団体についても、高齢化や活動自粛により会員数が減少している中、今後どういった取

り組みが有効なのか、引き続き検討していくことが望まれる。 

 

 

 

評価指標に基づく実績 

施策ごとの評価 



97 

 

（２） プラン全体（計画期間３年目）の評価 

令和2年度は、前年度末から広まった新型コロナウイルス感染症の影響で、国民全体で「不要不急」の行動が制限され、文化分野は大きな制約を受ける

こととなった。芸術家からは、文化は「不要不急」ではなく、文化は「生活の中のビタミン剤である」という声もあがったが、緊急事態宣言発令中は、公共施

設の利用が制限されるなど、実際の文化活動には大きな困難が生じた。 

そのため、市や文化財団などで実施予定であった事業でも、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、実施できなかったものも少なくなく、また、それ

ぞれの事業は計画に近い成果を上げることができていても、施策全体としては、「計画どおり」又は「計画以上の」成果があったとの評価は難しい分野が

多かった。自己評価については、感染症の影響下で様々な制約があったにもかかわらず、何とか工夫を重ねて事業実施につなげられた事業では、その旨

が記載されており、それぞれの働きかけの成果と考えている。 

感染症の問題がいつまで継続するかは判然としないが、コロナ渦での「新しい生活様式」、コロナ後の「新しい生活様式」の中で、心豊かな日常を送る

ためには、文化は必要不可欠なものである。令和2年度は事業を実施できなかったものについても、今後はどういった対応がとれるのか、引き続きの検討

が望まれる。 

また、施策③「知りたい人に届く文化情報の発信」や施策⑤「文化が育つ拠点施設の充実」については、新型コロナウイルス感染症の影響下であって

も、実施可能な部分もあるため、感染症の影響下だからこそ強化を求めたい部分である。 

その他、施策④「市民による文化活動支援の推進」、施策⑥「特色ある文化の推進」、施策⑦「文化財・伝統文化の保存・継承・活用」、施策⑧「分野を超

えた連携の推進」、施策⑨「文化による地域の活性化」は、コロナ後の大きな課題となることが想定される。１～２年で効果が上がるような対策よりも、長期

的な視野で検討を重ねていくことが望まれる。 

ただし、新型コロナウイルスという不可抗力が原因であっても、事業の中止が相次ぎ、鑑賞及び発表の機会や活動の機会を一部提供できなくなったこと

は事実であり、それらが含まれる項目について、成果があったと評価することは難しいとの意見もあったため、特記しておく。 

 


